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卒業までに
身に付けたい10のこと

Kwanseiコンピテンシー



私 たちは、現在、新型コロナウイルス感染症拡

大（コロナ危機）の真っただ中にいます。4月

初旬から1カ月半にわたり自粛生活が続きました。緊

急事態宣言が解除された後も、感染の拡大防止か、

経済活動の再開か、という難しい選択に迫られていま

す。このような究極の選択に対して、大学での学びは

どのように役立つのでしょうか。

　本学は、全ての学生が身に付けてほしい10項目か

らなる「Kwanseiコンピテンシー」を定めました。その

中に、「対立する価値を調整する力」「困難を乗り越

える粘り強さ」というコンピテンシーがあります。この二

つは、コロナ危機の現在において最も必要とされてい

る資質ではないでしょうか。

　「Kwanseiコンピテンシー」を身に付けるためには、

人生の目標をしっかりと定め、それに向かって着実な

努力を積み重ねることが必要であると考えます。まず、

学生時代に何かに打ち込み、それを究めていく努力を

してください。さらに、コロナ危機の今だからこそ、もう

一度、「人は何のために生まれ生きていくのか」という

根源的な問いを、自分自身に投げかけてみてください。

コロナ危機とKwanseiコンピテンシー

学長のポケット
学長・村田 治

1 学長のポケット

2 特集 世界市民を育む、学びがある。
卒業までに身に付けたい10のこと
Kwanseiコンピテンシー

9 次代を担うあなたへ。
オリックス株式会社 シニア・チェアマン
宮内 義彦さん

13 ひと人ひと
松田 将成さん（文学部3年生）
門澤 里香さん（総合政策学部4年生）

15 Research & Research
社会学部 石田 淳 教授

17 Moment

19 TALK DEEP
～ニューノーマルを生きる～

25 KG CLUB
文化総部 混声合唱団エゴラド

27 関西学院で学ぶ皆さんへ 

29 学院通信
関学カプセル
KGグルメ

33 数字でみる関学
大学公式YouTubeの視聴回数ランキング

34 聖書に聞く
院長 舟木 讓
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関西学院大学では
「“Mastery for Service”を体現する世界市民」の育成に向けて、

全ての学生が卒業時に身に付けるべき知識・能力・資質を「Kwanseiコンピテンシー」と定め、
大学教育に通底するものと位置付けています。新型コロナウイルス感染症の感染拡大や技術の革新などで

大きく変化を続ける時代だからこそ、「Kwanseiコンピテンシー」を身に付け、
それぞれの「真に豊かな人生」を実現してほしいと考えています。

その狙いや特徴について、卒業生や在学生の声を通して紹介します。

特集 世界市民を育む、
学びがある。
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卒業までに
身に付けたい10のこと

Kwanseiコンピテンシー



〝
10
の
力
〟を
磨
い
て

目
指
そ
う
世
界
市
民
！

大
学
で
の
授
業
や
課
外
活
動
、恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
身
に
付
け
た
い

「K
w
ansei

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」。

10
の
知
識・能
力・資
質
を
関
学
生
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
育
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

実
際
の
取
り
組
み
や
経
験
、学
び
を
紹
介
し
ま
す
。

幅広い知識・深い専門性

多様性への理解

論理的な思考力主体的に行動する力

1

2

34

法学部4年生　中山 文花さん

学部では専門である政治のシステムや在り方、
日本と海外の違いなどについて学びを深めまし
た。一方で、国際学部と人間福祉学部での他学

部履修、国連・外交
プログラムでの授
業や海外フィールド
ワークでは、国際協
力に関する知識を
身に付けるなど、幅
広い学びを得られて
いると感じています。

国際学部4年生　辰巳 菜々子さん

ハンズオン・ラーニングセンターが提供するP
※

BL特別
演習では、公認会計士の方と共に3日間、財務諸表
分析などを通して企業の経営課題を解決する新規

事業案を考えました。
数字やデータなどの
根拠を基に、自分の
考えを整理して伝える
ために必要な論理的
な思考力を鍛えること
ができました。

神学部4年生　森 小姫さん

神学部には、LGBTや人権などについて、1年生
の頃から他の学生と意見を交わせる環境があり
ました。自分と全く異なる意見が飛び交い、時に

はカミングアウトを
受ける環境の中で、
他者と自分が違う
のは当たり前である
こと、そして、身近な
ところにも苦しんで
いる人がいることを
深く理解しました。

文学部4年生　石山 航太さん

学生団体の代表、C
※

CC（Cross-Cultural College）、
交換留学への挑戦など、多様なチャレンジができる関学
の環境を活用することで、視点が変わり、自ら行動する

力が伸びたと感じます。
特にスウェーデンへの
交換留学では、自ら現
地のコミュニティーに
積極的に飛び込むこと
で、さらに充実した経験
と深い学びを得ました。
※関西学院大学とカナダの4大学が協働で運営するバーチャルカレッジ。カナダの学生と寝食を共にし
ながら、多国籍な場面で活躍できる実践的な能力を養う。

※PBLとは、Project-based Learning（課題解決型学習）の意味。辰巳さんが受講したのは「PBL特
別演習006（公認会計士と挑む企業のビジネス課題）」。

ニューヨークのユニセフ本部でレクチャーを受け、学びを
深めた

利益や損益について予測・計算し、根拠を持って新規事業
を提案した

積極的に意見を交わす少人数の授業で自分とは異なる意
見や価値観を学んだ

留学先でも日本文化を紹介するイベントを積極的に行った
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生涯にわたって学び続ける力困難を乗り越える粘り強さ

豊かな人間関係を築く力よりよい社会に変革する情熱

対立する価値を調整する力誠実さと品位

58

69

710

教育学部4年生　坂田 凌さん

多様な学びの機会がある関学は、行動した分
だけ新たな知識や経験を得られる環境です。多
くの挑戦を経て、自分の強みや特徴を知れたこ

とと、多くの素晴ら
しい友人や先輩方
と出会ったことで学
ぶことの面白さを知
りました。今後も幅
広い知識を身に付
け、行動を起こすこ
とで学び続けます。

総合政策学部4年生　吉田 早輝さん

ノルウェーの日本人補習校での活動やネパー
ルでの家建設活動を通して、現地の子どもが
抱えるアイデンティティーやジェンダーに関す

る問題をより強く
意識するように。卒
業後は日本語教師
として、彼らが平等
にチャンスをつかむ
ことができる社会
の実現に貢献した
いと思っています。

商学部4年生　中川 成来さん

代表を務める学生団体に例年の3倍近い130人の
新入生から入会希望があり、全員を受け入れるかどう
かで組織内で意見が大きく分かれました。正解がない

中、全員が納得できる
よう徹底的にヒアリン
グとメンバーのサポー
トを行いました。希望
者全てを受け入れる
決断に全員が納得し、
それがより充実した活
動につながりました。

社会学部4年生　神原 基透さん

所属する学生広報団体「これが関学」で、学院創
立130周年記念企画として校歌「空の翼」をみん
なで歌うイベントを立案・実施しました。限られた期

間で一つの目標に向
けてメンバーや他団
体の学生と本音で話
し合うことで、互いを
理解し、信頼し、卒業
後も続いていくような
関係を築けたことが
成功につながりました。

経済学部4年　樋渡 太洋さん

開発経済学が専門の栗田ゼミで経験したアフリカ
での1カ月間のフィールドワークや、中学校での学習
支援活動の経験が今の自分を強く支えてくれていま

す。多くの人と共に
活動し、支えられてい
る環境で、誠実な心
で行動することや、他
者に思いやりを持っ
て接することの必要
性を自然と感じられる
ようになりました。

理工学部4年生　和田 雄介さん

「キ
※

ャリアゼミ」で、他学部の学生とチームを組んで短
期間でビジネスアイデアを考えてプレゼンする経験を
得ました。メンバーの予定がほとんど合わず、投げ出

すことも考えましたが、
粘り強く納得いくまで
やった分、最終的に
周囲からも評価をして
もらいました。粘り強く
やり切ることの意味を
学んだ経験でした。

特集 世界市民を育む、
学びがある。

※社会で活躍する卒業生やビジネスパーソンを講師に、講義やグループワークを通して将来のキャリア
について考えを深め、社会で活躍するために必要な能力や思考法を鍛えるハンズオン・ラーニング科目。

代表を務めた「KG CLUB」の集合写真。200人以上の仲
間とオープンキャンパスを成功させた

フィールドワークで訪れたアフリカでは多くの人に支えら
れ活動をやり遂げた

世界の多文化共生イベント「わ～るど・にじいろまつり」の
開催も挑戦の一つ

キャリアゼミBではビジネスプランを作るという課題に対し
てメンバーと納得いくまで話し合った

思いを本音で伝え信頼し合うことで仲間が集まり、300人
以上の学生と校歌を歌った

ノルウェーの日本人補習学校で現地の子どもたちの学習
支援を経験
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大
学
時
代
の
学
び
や
活
動 

冨
田
　
ま
ず
、学
生
時
代
の
活
動

に
つい
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

関　
体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属

し
、4
年
間
、学
生
ス
タ
ッフ
と
し
て

部
の
運
営
や
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
し

た
。ま
た
、進
路
選
択
時
に
商
学
部
と
法
学

部
で
迷
っ
た
末
、よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
に
近
い
学
び

を
得
ら
れ
る
商
学
部
を
選
ん
だ
経
緯
が
あ

り
、ビ
ジ
ネ
ス
法
務
の
知
識
を
得
る
た
め
に

複※
※

数
分
野
専
攻
制
を
活
用
し
て
法
学
部
企

業
法
務
コ
ー
ス
も
修
了
し
ま
し
た
。就
職
活

動
で
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
時
、

S※
※

R（Student Reporters

）に
総
合
商
社

の
内
定
者
が
所
属
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

S
R
と
し
て
商
社
を
目
指
す
学
生
の
支
援

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

冨
田　
関
さ
ん
が
4
年
生
の
時
、

サ
ッ
カ
ー
部
は
大※

※

学
4
冠
の
偉
業

を
達
成
し
ま
し
た
ね
。私
は
体
育
会
長
の

経
験
も
あ
り
、
体
育
会
の
モ
ッ
ト
ー

“N
O

BLE ST
U

BBO
RN

N
ESS”

の
精
神

を
ぜ
ひ
と
もK

w
ansei

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に

入
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。そ
れ
が

「
困
難
を
乗
り
越
え
る
粘
り
強
さ
」「
誠
実

さ
と
品
位
」の
2
項
目
で
す
。

　

竹
田
さ
ん
は
現
役
で
活
動
中
で
す
ね
。

竹
田　
ゼ
ミ
活
動
の
テ
ー
マ
が
ス

ポ
ー
ツ
の
力
を
通
し
た
社
会
貢
献

で
、小
学
生
を
対
象
に
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
の
試
合
で
職
業
体
験
を
す
る
イ
ベ

ン
ト
や
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
組
み
合
わ
せ

て
英
語
を
楽
し
く
学
ぶ
教
室
を
企
画・運

営
す
る
な
ど
、学
外
で
数
多
く
の
実
践
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。課
外
活
動
で
は
、

留
学
生
と
関
学
生
の
交
流
を
促
進
す
る
学

生
交
流
団
体GS N

etw
ork

の
活
動
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。い
ず
れ
も
代
表
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
務
め
、い
い
経
験
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 K
w
ansei             

 

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は 

冨
田　

K
w

ansei

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

を
身
に
付
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
活

動
ば
か
り
で
す
ね
。

　

K
w

ansei

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、関
西
学

座談会 副学長×卒業生×在学生

2015年夏、総理大臣杯で初優勝

Kwanseiコンピテンシーと真に豊かな人生
Kwanseiコンピテンシーの策定に携わった副学長の冨田宏治・法学部教授を進行役に、卒業生で社会人

5年目の関駿輔さん、人間福祉学部4年生の竹田未来さんが関西学院大学での多彩な学びや挑戦、それら

を通じて得たものや成功したこと、さらにこれから歩んでいく「真に豊かな人生」について語り合いました。

副学長

冨
とみ

田
だ

 宏
こう

治
じ

 法学部教授
名古屋大学法学部卒業、同大学大学院法学研究科博士後
期課程単位取得退学。1989年に関西学院大学法学部に着
任。1999年から現職。副学長、学生活動支援機構長を兼務。
専門は日本政治思想史。

豊田通商株式会社（株式会社豊通オールライフ出向中）

関
せき

 駿
しゅん

輔
すけ

さん （2016年商学部卒）
複数分野専攻制を活用して法学部企業法務コースも修了。
体育会サッカー部初の男子マネジャーとして、大学サッカー
史上初の4冠達成に貢献。関学キャリアセンター公認就活支
援団体SR（Student Reporters）でも活動した。

人間福祉学部4年生

竹
たけ

田
だ

 未
み

来
き

さん
社会起業学科に所属。社会起業フィールドワークではタイを
訪れ、現地の医療機関を調査。CIECの学生交流団体GS 
Networkの代表も務め、留学生と日本人学生の交流促進の
ために多彩なイベントを企画・運営している。

※3…大学4冠
体育会サッカー部は2015年、関西学生選手
権、総理大臣杯、関西学生リーグ、全日本学
生選手権（インカレ）の四つの大会で優勝。

※2…SR（Student Reporters）
就職活動を終えた4年生から成るキャリ
アセンター公認団体。後輩の就職活動
のサポートを目的に活動している。

※1…複数分野専攻制
所属する学部の科目だけでなく、他学部や学部以外の機関から提供された副専攻
プログラムのもと、学部の枠を越えた領域を学ぶことによって、幅広い知見と深い
専門性を備えた学生を輩出することを目的として設置された関西学院独自の制度。
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特集 世界市民を育む、
学びがある。

院
が
創
立
1
5
0
周
年
を
迎
え
る
2‌

0 

3‌

9
年
を
見
据
え
た
超
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

「K
w

ansei Grand Challenge 2039

」を

策
定
す
る
過
程
で
、大
学
の
教
育
は
何
を
目

標
に
す
べ
き
か
を
議
論
す
る
中
で
生
ま
れ

ま
し
た
。全
て
の
卒
業
生
に「
真
に
豊
か
な

人
生
」を
送
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
付
け
て

も
ら
う
こ
と
が
大
学
の
使
命
で
あ
り
、そ
の

た
め
に
は
質
の
高
い
就
労
が
重
要
な
条
件
と

な
り
ま
す
。そ
れ
を
保
障
す
る
た
め
に
は
学

生
の
質
を
保
障
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
目
指
す
2
0
3
9
年
は
A
I

（
人
工
知
能
）が
人
間
の
能
力
を
超
え
る
シ
ン

ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
の
入
り
口
に
当
た
る
時
代
で
、

何
を
も
っ
て
学
生
の
質
を
保
障
で
き
る
の
か

と
い
う
壁
に
突
き
当
た
っ
た
の
で
す
。結
局
は

原
点
回
帰
。関
西
学
院
は
人
間
を
育
て
る
こ

と
を
第
一
に
、キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
全
人
教
育

を
掲
げ
て
宣
教
師
た
ち
が
創
設
し
た
学
校
で

あ
る
と
い
う
原
点
に
戻
り
ま
す
。幅
広
い
知

識
は
も
ち
ろ
ん
、品
位
や
誠
実
さ
、さ
ま
ざ
ま

な
価
値
を
調
整
す
る
力
な
ど
を
改
め
て
見
直

し
、整
理
を
し
て
、A
I
が
取
っ
て
代
わ
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
間
と
し
て
の
基
本
的
な
力

を
目
標
と
し
て
設
定
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

  

挑
戦
を
通
じ    

 
  

成
長
し
た
こ
と 

 

冨
田　
自
身
を
振
り
返
って
、学
生

時
代
に
こ
こ
は
成
長
し
た
、力
が
付

い
た
と
言
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

関　
ど
の
よ
う
な
苦
難・困
難
で
も

最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
力
だ
と
思

い
ま
す
。極
論
を
言
え
ば
、サ
ッ
カ
ー
で
日
本

一に
な
っ
た
こ
と
自
体
に
は
何
の
意
味
も
な

く
、そ
こ
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
、戦
っ
て
き
た
仲

間
た
ち
と
の
思
い
出
や
血
み
ど
ろ
で
や
っ
て

き
た
瞬
間
が
自
分
の
宝
で
あ
り
、や
り
切
っ

た
感
と
な
って
生
き
て
い
ま
す
。ま
た
、学
生

の
本
業
は
学
業
で
あ
る
た
め
、複
数
分
野
専

攻
制
に
挑
戦
し
、4
年
間
、部
活
動
と
勉
強

を
両
立
で
き
た
こ
と
も
自
分
に
と
っ
て
の
財

産
で
す
。冨

田　
大
学
と
し
て
は
忸じ

く

怩じ

た
る

部
分
で
す
が
、わ
れ
わ
れ
教
員
が

伝
え
ら
れ
る
の
は
当
座
の
知
識
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。複
数
分
野
を
専
攻
し
て
2
倍
の

知
識
を
得
ら
れ
た
こ
と
よ
り
も
、そ
れ
に
取

り
組
み
、成
し
遂
げ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
大
き

な
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

関　
も
ち
ろ
ん
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
知
識

や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、社
会
に
出

た
際
に
ス
ム
ー
ズ
に
応
用
で
き
た
の
は
プ
ラ

ス
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

冨
田　
竹
田
さ
ん
は
い
か
が
で
す

か
。

竹
田　
一つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対

し
て
、周
囲
の
人
と
協
力
し
て
最
後

ま
で
や
り
切
っ
た
点
で
成
長
で
き
た
と
思
い

ま
す
。学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
ゼ
ミ
長
や

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
機
会
が
増
え
、全
体
が

う
ま
く
動
く
よ
う
に
周
囲
に
目
を
向
け
て

取
り
組
む
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し
た
。特
に

ゼ
ミ
活
動
で
は
、自
分
た
ち
の
思
い
だ
け
で

な
く
協
力
相
手
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
企
画

を
提
案
し
、そ
う
い
う
企
画
が
社
会
的
に
ど

の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
ま
で
論
理
的
に

考
え
る
力
も
養
わ
れ
ま
し
た
。

  

目
標
達
成
の   

 
  

先
に
あ
る
も
の 

 

冨
田　
関
さ
ん
、部
活
動
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
を
保

障
す
る
た
め
の
力
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

関　
社
会
人
に
な
り
、ゴ
ー
ル
デ
ン

サ
ー
ク
ル
理
論
を
知
っ
た
時
に
は
、

ま
さ
し
く
こ
れ
だ
と
思
い
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー

部
で
言
う
と
、一
般
的
に
多
く
の
人
や
組
織

は
、日
本
一
に
な
る
た
め
に
何
を
ど
う
す
る

か
、“W

hat”

か
ら
考
え
ま
す
。で
も
私
た
ち

は
、な
ぜ
日
本
一
を
目
指
す
の
か
、“W

hy”

を

考
え
、大
学
サ
ッ
カ
ー
界
の
可
能
性
を
広
げ

る
、観
戦
す
る
人
を
感
動
さ
せ
る
と
いっ
た

目
的
を
考
え
ま
し
た
。結
果
、全
員
が
最
後

ま
で
や
り
遂
げ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

冨
田　
日
本
一
は
目
標
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
、目
的
で
は
な
か
っ
た
。

複数分野専攻制
商学部と法学部、異なる学問を専攻すること
により、「幅広い知識・深い専門性」「生涯にわ
たって学び続ける力」を特に伸ばせたと感じ
ています。「ドイツのコーポレートガバナンス」
というテーマで、商学（経営学）、法学（労働
法）二つの切り口から論文を執筆しました。ま
た、体育会に所属しながら複数分野専攻制を
修了したことで、いかなる環境下でも学び続け
る重要性・姿勢を身に付けられたと思います。

関さん

海外フィールドワークとゼミ活動
海外フィールドワークで訪問したタイは、栄え
ている地域がある一方で貧しい暮らしを余儀
なくされる地域もあり、現状を知って幅広い
視点から解決策を模索する重要性を学びまし
た。ゼミ活動では、イベントが小学生にどのよ
うなプラスの影響を与えられるのか、どんな意
義があるのかを考えながら企画運営する経験
をしました。学科での学びを通して「幅広い知
識・深い専門性」や「多様性への理解」が身に
付きました。

竹田さん

Kwanseiコンピテンシーが育まれた

正課教育
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目
標
の
向
こ
う
側
に
本
当
の
目
的
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
、そ
れ
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

竹
田　
私
も
何
か
目
標
を
決
め

た
場
合
、そ
れ
を
達
成
し
た
こ
と

で
終
わ
ら
な
い
よ
う
段
階
的
に
目
標
を
設

定
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
ず
は
こ
の

目
標
が
あ
っ
て
、ク
リ
ア
し
た
ら
次
の
目
標

が
あ
る
と
い
う
形
で
、一
つ
一
つ
階
段
を
上
っ

て
い
く
よ
う
に
少
し
ず
つ
成
長
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

冨
田　
目
の
前
の
目
標
を
成
し
遂

げ
る
の
は
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
で
、さ
ら

に
進
ん
で
い
く
先
に
果
た
す
べ
き
本
当
の
目

的
が
あ
る
と
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ

と
は
と
て
も
大
事
で
す
。同
様
に
、K

 
w

 
a

 
n

 s e i 

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
も
、大
学
生
活
を
通
じ
て

身
に
付
け
る
こ
と
は
一
つ
の
目
標
で
、そ
れ

を
質
の
高
い
就
労
に
つ
な
げ
る
の
も
ま
た
目

標
で
し
か
な
く
て
、最
後
に
は
真
に
豊
か
な

人
生
が
あ
る
。「
真
に
」と
は
、経
済
的
な
豊

か
さ
な
ど
で
は
測
り
切
れ
な
い
何
も
の
か
で

す
。個
人
的
に
は
、臨
終
の
際
に「
あ
あ
、い

い
人
生
だ
っ
た
。い
い
仕
事
を
し
た
な
」と
、

最
期
に
初
め
て
分
か
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

  

リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る 

 
  

要
素                       

 

冨
田　
複
数
人
で
何
か
を
や
り
遂

げ
る
に
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
肝
要

で
す
。お
二
人
に
と
っ
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

竹
田　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
に
際

し
て
、積
極
的
に
関
わ
る
人
も
い
れ

ば
、そ
う
で
は
な
い
人
も
い
ま
す
。関
わ
れ
て
い

な
い
人
に
は
何
か
事
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
と
考
え
て
、個
人
的
に
話
を
し
、そ
の
人
の

ペ
ー
ス
で
携
わ
れ
る
役
割
を
分
担
し
て
も
ら

う
こ
と
で
う
ま
く
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
か
ら
、一
人
ひ
と
り
を
考
え
て
み
ん

な
で
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
リ
ー

ダ
ー
の
大
事
な
役
目
だ
と
思
い
ま
し
た
。

関　
私
が
考
え
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
は
、組
織
が
進
む
べ
き
方
向
性

を
定
め
、そ
こ
へ
導
い
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。サ
ッ
カ
ー
部
で
は
、部
員
そ
れ
ぞ
れ
が

持
ち
場
に
お
い
て
は
自
分
が
リ
ー
ダ
ー
だ
と

認
識
し
、主
体
的
に
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

私
も
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
領
域
で
は
誰
に

も
負
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。

冨
田　

K
w

ansei

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

に
は
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
要
素
が

全
て
盛
り
込
ま
れ
、身
に
付
け
る
こ
と
に
よ

り
各
方
面
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き

る
人
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。た
だ

し
、10
項
目
全
部
を
身
に
付
け
な
く
て
も
、

そ
の
中
で
ど
れ
が
自
分
の
能
力
、特
質
な
の

か
を
見
い
だ
し
実
行
し
て
く
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　

関
さ
ん
は
、学
生
時
代
に
身
に
付
け
た
力

が
生
き
て
い
る
、自
分
を
支
え
て
い
る
と
思

う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

関　
サ
ッ
カ
ー
部
は
監
督
以
下
全

部
員
が
、利
他
的
な
考
え
方
に
立
っ

て
大
学
サ
ッ
カ
ー
界
を
変
え
る
と
い
う
強
い

意
志
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。卒

業
し
て
豊
田
通
商
と
い
う
大
き
な
組
織
に

属
す
る
こ
と
で
、そ
の
視
座
が
よ
り
高
く
な

り
、世
の
中
や
社
会
を
変
え
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。学
生
時
代
、日
本

一
と
い
う
利
己
的
な
目
標
の
た
め
だ
け
に
動

い
て
い
た
ら
、こ
の
よ
う
な
考
え
に
は
至
ら

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。“M

astery for 

Service”

の
意
味
を
10
年
越
し
に
理
解
で

き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

  「
真
に
豊
か
な
人
生
」を 

 
  

考
え
る                   

 

冨
田　
竹
田
さ
ん
は
大
学
4
年
間

で
見
つ
け
た
も
の
を
社
会
で
ど
う

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

竹
田　
た
く
さ
ん
の
挑
戦
の
中
に
は

失
敗
も
あ
り
ま
し
た
が
、新
し
い
こ

と
、難
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、視
野

が
広
く
な
り
、達
成
感
も
感
じ
、学
生
生
活
が

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。社
会

人
に
な
っ
て
も
何
か
新
し
い
挑
戦
を
続
け
、で

体育会サッカー部
部を円滑に運営すべく、常に主体的に、そし
てチーム内外のさまざまな関係者の目線に立
ちながら行動することが重要だったため、「多
様性への理解」「主体的に行動する力」を身
に付けられたと思います。また、仲間たちと苦
難や困難を乗り越えて、最終的に日本一とい
う目標を達成できたことは、自信にもつながり、
「困難を乗り越える粘り強さ」を人一倍伸ば
すことができたと感じています。

関さん

イベントの開催
GS Networkでの国際交流イベントはもちろ
ん、それ以外でも友人と多くのイベントを開催
しました。企画の構想段階や実施中にはうまく
いかないこともあり、その際にどうしたら解決
できるのかを考えて積極的に動くようになっ
たので、「主体的に行動する力」「困難を乗り
越える粘り強さ」が身に付きました。また、仲間
と協力して活動する中で「豊かな人間関係を
築く力」も養われたと思います。

竹田さん

Kwanseiコンピテンシーが育まれた

正課外教育

KG JOURNAL 7



き
な
く
て
も
最
後
ま
で
困
難
に
立
ち
向
か
っ

て
い
け
る
人
間
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

冨
田　
先
ほ
ど
、真
に
豊
か
な
人

生
は
臨
終
の
際
に
し
か
分
か
ら
な

い
と
話
し
ま
し
た
。二
人
は
真
に
豊
か
な
人

生
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

関　
真
に
豊
か
な
人
生
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、利
他
的
な
考
え
方
の

下
、一つ
一つ
の
事
象
を
他
人
や
環
境
の
せ
い
に

せ
ず
、自
分
自
身
に
目
を
向
け
て
行
動
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。世
の
た
め
、人

の
た
め
、そ
れ
が
働
く
こ
と
の
本
質
で
あ
り
、

人
と
し
て
の
生
き
る
価
値
、意
味
で
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

冨
田　

“M
astery for Service”

と
い
う
言
葉
の
重
み
は
、社
会
に
出

て
こ
そ
分
か
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

関　
26
歳
の
今
と
10
年
後
、20
年

後
で
は“M

astery for Service”

に
対
す
る
考
え
は
違
って
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。で
も
、社
会
人
に
な
って
か
ら
、こ
の
言

葉
の
深
み
を
実
感
す
る
こ
と
は
多
々
あ
り

ま
す
。

冨
田　
竹
田
さ
ん
は
、こ
れ
か
ら
就

職
を
し
て
真
に
豊
か
な
人
生
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。ど
の
よ
う

な
人
生
が
真
に
豊
か
だ
と
思
い
ま
す
か
。

竹
田　
同
じ
環
境
に
い
る
よ
り
も
、

違
っ
た
環
境
に
飛
び
込
ん
だ
り
、新

し
い
人
に
出
会
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
、今

の
私
の
毎
日
が
充
実
し
て
い
る
一つ
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。日
々
刺
激
を
求
め
て
生
活

で
き
る
状
況
が
、私
に
と
って
豊
か
な
人
生
を

送
る
た
め
の
鍵
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

  

関
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

冨
田　
お
話
の
全
て
にK

w
ansei

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
貫
か
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。関
さ
ん
は
身
に
付
け
た
力

を
社
会
で
生
か
し
な
が
ら
新
た
な
挑
戦
を

続
け
て
い
ま
す
し
、竹
田
さ
ん
も
培
っ
た
力

を
発
揮
し
て
社
会
で
活
躍
す
る
だ
ろ
う
と

確
信
し
ま
し
た
。最
後
に
後
輩
た
ち
へ
の

メッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

関　
人
生
の
夏
休
み
と
言
わ
れ
る

大
学
生
活
を
、自
分
の
時
間
と
し

て
有
益
に
使
う
こ
と
を
勧
め
た
い
で
す
ね
。

周
り
が
ど
う
こ
う
で
は
な
く
、自
分
自
身
が

ど
う
生
き
て
い
き
た
い
か
、こ
の
4
年
間
を

ど
の
よ
う
に
使
い
た
い
か
と
考
え
た
上
で
有

意
義
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

竹
田　
興
味
を
持
っ
た
こ
と
、や
っ

て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
に
は
失
敗

を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ
と
で
す
。新
し
い
こ

と
に
取
り
組
め
ば
、新
た
に
多
く
の
人
と
関

わ
れ
ま
す
し
、そ
れ
に
よ
っ
て
次
の
挑
戦
が

で
き
ま
す
。さ
ら
に
、自
分
の
資
質
を
高
め

る
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

冨
田　
結
論
を
言
え
ば
、Kw

ansei

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
常
に
意
識
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、身
に
付
け
る
た
め
に
何
か
特
別
な

こ
と
を
す
る
必
要
も
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
の
学
生
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る

こ
と
、勉
強
や
課
外
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
に
本
気
で
、逃
げ
る
こ
と
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
い
く
中
で
、き
っ
と
身
に
付
く
は
ず

で
す
。関
西
学
院
大
学
に
は
た
く
さ
ん
の
出

合
い
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ
の
目
の

前
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
こ
と
。見
逃
し
三

振
を
せ
ず
、当
た
ら
な
く
て
も
い
い
か
ら
積

極
的
に
バッ
ト
を
振
る
こ
と
を
お
願
い
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

商学部・法学部のゼミ
商学部では経営学ゼミ、法学部では労働法ゼ
ミと二つのゼミに所属して活動し、特に商学
部ではゼミ長も務めたことで、「豊かな人間関
係を築く力」を身に付けられたと思います。双
方のゼミで出会えた仲間は財産であり、かけ
がえのない大学生活を送ることができました。
学部が異なる私を受け入れてくれた教授や、
チャレンジングな環境を整備してくださった大
学側には、非常に感謝しています。

関さん

多様な留学機会とグローバルキャンパス
学内でも国際交流ができる場が多く、さまざ
まな留学プログラムがある環境が魅力的です。
2年生の秋学期に4カ月カナダに留学したの
ですが、学内の恵まれた環境を最大限に利用
して準備したことで、実りのある留学生活が
送れ、スキルアップにつながったと感じていま
す。グローバルな環境に身を置くことでさまざ
まな価値観や考えを持つ人と出会え、「多様
性への理解」ができるようになったと思います。

竹田さん

特集 世界市民を育む、
学びがある。

地域の小学校の児童を対象に、バスケットボールと英語の基礎技能を教えるイベントを開催

Kwanseiコンピテンシーが育まれた

環境
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◉
2
0
2
0
年
度
特
別
連
載
企
画

次
代
を
担
う
あ
な
た
へ
。

オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社 

シ
ニ
ア・
チ
ェ
ア
マ
ン 

宮
内 

義
彦
さ
ん

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
現
在
の
取
り
組
み
な
ど
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。本
年
度
は
特
別
連
載
企
画
と
し
て
、オ
リ
ッ
ク

ス
株
式
会
社
シ
ニ
ア・チ
ェ
ア
マ
ン
の
宮
内
義
彦
さ
ん
の
お
話
を
掲
載
し
ま
す
。今
号

で
は「
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
と
経
営
者
と
し
て
大
切
に
思
う
こ
と
」「
激
変
す
る

現
代
社
会
と
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
」を
テ
ー
マ
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Yoshihiko Miyauchi

入
社
3
年
目
、再
び
渡
米

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で

リ
ー
ス
業
を
学
ぶ

　

1
9
6
0
年
8
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
大

学
経
営
学
部
大
学
院
修
士
課
程
を
卒
業

し
て
帰
国
し
ま
し
た
。海
外
で
活
躍
し
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、勤
務

先
は
商
社
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、8
月
に
入
社
試
験
を
し
て
く
れ
る
会

社
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。唯
一
、日
綿
實
業

株
式
会
社（
現
双
日
株
式
会
社
）が「
試

験
を
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
こ
と
で
、私
一

人
の
た
め
に
試
験
と
面
接
を
し
て
く
れ
、

そ
の
日
の
う
ち
に
採
用
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

入
社
4
年
目
の
時
、リ
ー
ス
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
習
得
す
る
た
め
会
社
か
ら
命
じ
ら
れ

て
再
び
渡
米
し
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

U・S・リ
ー
シ
ン
グ
社
で
3
カ
月
間
、リ
ー

ス
業
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。自
分
が
全

く
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
時
間
は

楽
し
か
っ
た
で
す
。当
時
は
、米
国
で
盛
ん

に
な
っ
て
い
る
事
業
を
日
本
に
移
す
と
い

う
の
が
一
番
効
率
的
だ
っ
た
時
代
で
す
の

で
、多
く
の
会
社
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。リ
ー
ス
業
も
そ
の

う
ち
の
一
つ
で
し
た
。

　

当
時
の
日
綿
は「
研
修
生
制
度
」を
初

め
て
取
り
入
れ
、優
秀
な
若
手
社
員
を
研

修
生
と
し
て
海
外
に
派
遣
す
る
こ
と
を

始
め
て
い
ま
し
た
。若
い
社
員
は
全
員
試

験
を
受
け
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、私
は
1

番
の
成
績
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、「
君
は
海

外
経
験
が
あ
る
か
ら
」と
い
う
理
由
で
派

遣
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。代
わ
り
に
海
外

駐
在
の
予
備
員
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
へ
異
動
に

な
り
ま
し
た
。リ
ー
ス
業
の
話
が
来
た
の
は

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
で
す
。「
海
外
経
験
が

あ
る
若
手
で
、暇
そ
う
に
し
て
い
る
者
」と

い
う
こ
と
で
指
名
さ
れ
た
の
で
す
。今
思

う
と
、人
生
が
大
き
く
変
わ
っ
た
瞬
間
で

し
た
。

　

さ
す
が
に「
こ
れ
は
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
な
。

や
ら
な
い
か
ん
」と
思
い
、そ
の
日
か
ら
社

内
に
あ
っ
た
リ
ー
ス
業
の
資
料
を
集
め
て

勉
強
を
始
め
ま
し
た
。渡
米
前
、役
員
か

ら
は「
君
が
間
違
え
ば
、会
社
が
間
違
う

ん
だ
」と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
後
も
責

任
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
い
く
つ
も
任
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る

よ
り
、そ
の
時
々
の
立
場
に
ふ
さ
わ
し
い
仕

事
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
与
え
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
仕
事
を
し
っ
か
り
と
や
ろ
う
と
い
う

心
構
え
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

結
果
を
出
す
こ
と
が

経
営
者
の
仕
事

考
え
る
だ
け
で
は
評
論
家

　

そ
の
後
、日
綿
を
は
じ
め
3
商
社
・
5

金
融
機
関
の
子
会
社
と
し
て
、リ
ー
ス
業

を
行
う
オ
リ
エ
ン
ト・リ
ー
ス
株
式
会
社

（
現
オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
）が
誕
生
し
、

帰
国
し
た
私
は
主
任
待
遇
で
出
向
し
ま

し
た
。事
業
は
拡
大
し
上
場
会
社
と
な

宮内 義彦
1935年生まれ、神戸市出身。関西学院大学商学部卒業、ワシントン大学経営
学部大学院でMBA取得後、日綿實業株式会社（現在の双日株式会社）に就
職。64年にオリエント・リース株式会社（現オリックス株式会社）に入社。社長室
長、取締役などを経て、80年に代表取締役社長・グループCEOに就任。2014
年代表執行役会長、グループCEOを退任し、シニア・チェアマンに就任。

具
体
的
に
考
え
て
行
動
し
、

結
果
を
出
す
の
が
経
営
者
の
仕
事
。

仕
事
に
対
す
る
考
え
方
と
経
営
者
と
し
て
大
切
に
思
う
こ
と

KG JOURNAL 9



り
1
9
8
0
年
、45
歳
の
時
に
代
表
取

締
役
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。経
営
者
と

し
て
考
え
て
い
た
の
は
、「
ど
う
す
れ
ば
会

社
を
良
く
で
き
る
の
か
」と
い
う
こ
と
で

す
。し
か
し
、考
え
る
だ
け
で
は
評
論
家
で

す
。具
体
的
に
考
え
て
行
動
し
、結
果
を

出
す
こ
と
が
経
営
者
の
仕
事
で
す
。

　

会
社
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

全
て
を
自
分
で
扱
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
番
重
要
な
課
題
は
何
か
を
見
極
め
、そ

こ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。そ
の
他

の
課
題
に
つ
い
て
は
、他
の
メ
ン
バ
ー
と
分

担
し
て
頑
張
れ
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を

作
っ
て
い
く
。そ
う
す
る
こ
と
で
会
社
を
、

組
織
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
課
長
の
仕
事
も
社

長
の
仕
事
も
目
指
す
と
こ
ろ
は
同
じ
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

経
営
者
と
し
て
、大
き
な
決
断
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま

し
た
。何
を
基
準
に
判
断
を
す
る
の
か
と

い
う
の
は
、そ
の
時
々
の
問
題
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。「
右
か
左
か
」と
い
う
こ
と
は

少
な
く
、「
右
34
度
か
35
度
か
」と
い
う
こ

と
の
方
が
多
い
。即
決
で
き
る
こ
と
が
経

営
者
ら
し
い
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、持
ち
時
間
い
っ
ぱ
い

を
使
っ
て
熟
考
し
て
判
断
す
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。し
か
し
、間
違
う
こ
と
も
も
ち

ろ
ん
あ
り
ま
す
。自
分
で
納
得
し
て「
や

る
ぞ
」と
決
め
た
こ
と
で
も
、そ
こ
に
固
執

せ
ず
、途
中
経
過
を
見
な
が
ら「
お
か
し

い
」と
思
え
ば
躊
躇
な
く
路
線
変
更
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

周
囲
を
気
に
し
て

意
見
や
行
動
を
変
え
な
い

自
分
が
正
し
い
と

思
う
こ
と
は
発
信
す
る

　

キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
を
理
念
と
す

る
関
西
学
院
で
10
年
間
学
び
ま
し
た
の

で
、そ
の
教
え
は
今
で
も
頭
の
中
と
い
う

か
心
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。キ
リ
ス
ト
教

で
は
、絶
対
的
な
も
の
に
対
し
て
自
分
の

価
値
を
見
い
だ
そ
う
と
し
ま
す
が
、多
く

の
日
本
人
が
持
つ
価
値
観
は「
世
間
に

対
し
て
恥
ず
か
し
い
」「
世
間
に
顔
向
け

で
き
な
い
」と
い
う
人
間
社
会
の
相
対
的

な
も
の
と
自
分
を
対
比
し
ま
す
。世
間

対
比
と
い
う
意
味
で
は
、空
気
を
読
む
こ

と
や
世
間
に
認
め
ら
れ
れ
ば
い
い
と
い
う

考
え
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、そ
れ
だ
け
を
価
値
観
と
し
て
生
き

て
い
く
の
は
、あ
ま
り
好
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。世
間
に
背
を
向
け
ろ
と
言
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、世
間
の
目
や
空
気
を

気
に
し
て
自
分
の
行
動
や
考
え
を
変
え

て
し
ま
う
の
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
言

い
た
い
の
で
す
。世
間
ほ
ど
移
ろ
い
や
す

い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
も
か
つ
て
規
制
改
革
に
取
り
組
ん

だ
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
は
古
い

制
度
を
変
え
て
、新
し
い
制
度
を
提
唱

し
て
い
き
ま
す
。現
状
を
変
更
す
る
わ
け

で
す
か
ら
、当
然
、既
得
権
益
か
ら
反
発

を
食
ら
い
ま
す
。し
か
し「
世
の
中
が
変

わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
」と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
の
で
、反
対
多
数
の
中
で
も
主
張

し
て
規
制
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

会
議
の
場
で
そ
の
よ
う
な
主
張
を
し
て

も
誰
も
味
方
に
つ
い
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、会
議
が
終
わ
れ
ば
何
人
か
が

私
の
も
と
に
来
て
、「
宮
内
さ
ん
、い
い
こ

と
を
言
っ
て
く
れ
た
。私
も
同
じ
意
見
で

す
」と
言
う
わ
け
で
す
。「
な
ぜ
そ
れ
を

会
議
の
場
で
言
わ
な
い
ん
だ
」と
思
う
こ

と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。反
対
を
押

し
切
っ
て
何
か
を
す
る
の
は
私
も
好
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、規
制
改
革
は
与
え
ら

れ
た
仕
事
で
し
た
か
ら
、そ
こ
で「
黙
る
」

と
い
う
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。与
え
ら

れ
た
仕
事
に
対
し
て
責
任
を
果
た
す
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

日
本
人
は
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り

と
言
え
な
い
人
が
多
い
。こ
こ
で
も
世
間

に
対
応
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。反
対
意

見
が
多
か
ろ
う
と
、自
分
が
少
数
派
だ

ろ
う
と
、意
見
や
正
し
い
と
思
う
こ
と
は

き
っ
ち
り
と
述
べ
る
べ
き
で
す
。

1955年、大学時代に所属していたグリークラブが全日本合唱コンクール大学の部
で優勝

「�

失
敗
の
本
質

日
本
軍
の
組
織
論
的
研
究
」

な
ぜ
日
本
が
太
平
洋
戦
争
で
敗
れ
た
の
か
、

そ
の
要
因
に
つ
い
て
細
か
く
書
か
れ
て
い
ま

す
。歴
史
分
析
の
本
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、組
織

や
企
業
の
在
り
方
や
動
き
方
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ

と
が
多
く
、薦
め
た
い
一
冊
で
す
。

戸部良一、寺本義也、鎌田伸一、
杉之尾孝生、村井友秀、野中郁次郎
／ダイヤモンド社

　推薦図書　
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よ
り
良
い
人
が

よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
る

時
代
の
変
化
を

進
歩
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か

　

世
の
中
は
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
変

化
す
る
時
と
、そ
う
で
な
い
時
が
あ
り
ま

す
。例
え
ば
、敗
戦
時
は
そ
れ
ま
で
右
だ
っ

た
も
の
が
左
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、

世
の
中
が
ひ
っ
く
り
返
り
ま
し
た
。経
済

発
展
が
続
い
て
日
本
は
極
め
て
順
調
に
豊

か
に
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
の
バ
ブ
ル
崩

壊
で
停
滞
が
長
く
続
き
ま
し
た
。今
、私

た
ち
が
生
き
る
社
会
は
、技
術
が
す
ご
い
ス

ピ
ー
ド
で
進
化
し
、社
会
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
に

も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。再
び
時
代
が

走
り
出
し
た
と
感
じ
ま
す
。社
会
や
人
の

心
が
変
わ
り
、周
囲
や
世
界
が
変
わ
る
。さ

ら
に
技
術
発
展
が
そ
れ
を
加
速
さ
せ
る
。

そ
う
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
複
雑
に
入

り
組
ん
で
い
る
、そ
れ
が
今
の
私
た
ち
の
生

き
る
社
会
の
姿
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、私
の
よ
う
に
80
年
以
上
も
生

き
て
い
る
と
、こ
う
し
た
状
況
で
さ
え
、「
た

い
し
た
こ
と
ね
え
な
」と
思
い
ま
す
。「
い
つ

爆
弾
が
落
ち
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
」「
食

べ
る
も
の
が
な
い
」と
い
っ
た
戦
時
中
の
状

況
や
、敗
戦
後
そ
れ
ま
で
人
々
が
信
じ
て
い

た
も
の
が
昨
日
と
今
日
で
一
気
に
変
わ
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
革
命
的
変
化
と
比
べ
る

と
、今
の
社
会
は
あ
る
程
度
予
測
を
立
て

ら
れ
る
の
で「
面
白
い
」と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
に
お
い
て
忘
れ
て
は
い

け
な
い
の
が「
私
た
ち
は
人
で
あ
る
」と
い

う
こ
と
で
す
。実
際
に
目
に
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、敗
戦
直
後
の
上
野
駅

に
は
戦
争
孤
児
が
あ
ふ
れ
、周
り
の
人
も

そ
れ
を
平
気
で
見
過
ご
す
よ
う
な
世
相
で

し
た
。し
か
し
、今
は
災
害
が
起
き
れ
ば
多

く
の
人
が
被
災
地
に
駆
け
付
け
る
よ
う
に
、

人
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
根
付
い
て
き

て
、い
い
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な「
人
と
し
て
の
良
さ
」を
社
会
の
変

化
に
流
さ
れ
て
失
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。よ

り
良
い
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す

が
、そ
の
よ
り
良
い
社
会
と
い
う
の
は
人
が

つ
く
っ
て
い
く
も
の
で
、一
人
ひ
と
り
の
成

長
が
社
会
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。今

の
社
会
の
変
化
が
人
を
よ
り
良
く
し
、そ

れ
が「
よ
り
良
い
社
会
」の
実
現
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
れ
が
進

歩
だ
と
思
い
ま
す
。

学
び
直
し
、や
り
直
し

好
奇
心
と
継
続
を
大
切
に

　

人
生
1
0
0
年
時
代
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。人
生
50
年
の
時
代
で

あ
れ
ば
、学
び
は
20
歳
ま
で
で
十
分
で
し

た
が
、複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
今
の
社
会

で
は
、そ
れ
に
見
合
っ
た
知
識
や
技
術
が

必
要
で
す
。ま
さ
に「
学
び
の
社
会
」で
あ

る
と
考
え
ま
す
。そ
う
し
た
社
会
の
変
化

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も「
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
」が
社
会
の
中
に
定
着
し
な
け
れ
ば
、

人
々
の
人
生
は
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

　
「
大
学
に
行
く
の
は
18
歳
か
ら
22
歳
く

ら
い
の
人
だ
け
」「
卒
業
後
は
就
職
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」な
ん
て
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。社
会
に
出
て
か
ら
も
学
び

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
、学
び
直
し
も
や

り
直
し
も
あ
る
の
で
す
。大
学
で
学
び
が

好
奇
心
を
満
た
す
習
慣
を
身
に
付
け
、

コ
ツ
コ
ツ
と
継
続
す
る
。

激
変
す
る
現
代
社
会
と
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
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終
わ
る
の
で
は
な
く
、大
学
が
学
び
の
始

ま
り
で
あ
り
、「
一
生
勉
強
」と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。「
勉
強
」と
は
何
も
堅
苦
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。何
か
を
探
究
し
て

い
く
こ
と
、向
上
心
を
持
っ
て
よ
り
多
く

を
知
り
、理
解
し
て
い
く
こ
と
が
、人
生
を

面
白
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　

向
上
心
と
言
う
と
難
し
く
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、「
好
奇
心
」と
言
っ

た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
か
。も
の
を
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
、自
分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
が
い

か
に
少
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
す
。こ
の
年
齢
に
な
っ
て
も
、「
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
だ
な
」と
実
感
し
ま
す
。だ
か

ら
、知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
の
は
と
て
も
う

れ
し
い
。「
働
き
な
が
ら
勉
強
も
し
な
い
と

い
け
な
い
」と
難
し
く
考
え
な
い
で
く
だ
さ

い
。仕
事
を
し
て
い
け
ば
、分
か
ら
な
い
こ

と
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
に
つ
い

て
学
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
、そ
の
学
び

の
幅
を
広
げ
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
社
会
に
出
て
か
ら
ず
っ
と
学
ん
で

い
た
か
と
言
え
ば
そ
う
で
も
な
く
、遊
ん

で
ば
か
り
の
時
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

自
由
な
時
間
の
使
い
方
は
大
切
に
し
て
い

ま
し
た
。好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な

習
慣
を
身
に
付
け
よ
う
と
、10
年
、20
年
、

30
年
と
コ
ツ
コ
ツ
学
ぶ
こ
と
を
継
続
し
ま

し
た
。す
る
と
、「
や
っ
た
人
」と「
や
っ
て

こ
な
か
っ
た
人
」で
は
結
果
的
に
大
き
な

差
が
生
ま
れ
ま
す
。

「
も
し
22
歳
な
ら
」

考
え
る
二
つ
の
選
択
肢

　

も
し
私
が
22
歳
で
自
分
の
人
生
を
自

由
に
選
択
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、二
つ
の

選
択
を
考
え
ま
す
。一
つ
は
、ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
に
行
く
道
で
す
。こ
れ
は
多
少

の
無
理
を
し
て
で
も
行
く
と
思
い
ま
す
。

1
、2
年
働
い
た
後
に
行
く
の
が
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。人
生
1
0
0
年
と
言

わ
れ
る
今
の
時
代
で
は
、修
士
レ
ベ
ル
の

勉
強
を
し
て
い
な
い
と
世
の
中
が
見
え
な

い
と
思
う
か
ら
で
す
。そ
れ
で
も
決
し
て

十
分
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。そ
の
後

は
、大
き
な
会
社
で
は
な
く
、自
分
を
必

要
と
し
て
く
れ
る
会
社
や
組
織
で
活
躍

し
た
い
と
思
い
ま
す
。す
で
に
完
成
し
た

大
き
な
組
織
の
中
で
自
分
の
力
を
発
揮

で
き
ず
に
い
る
よ
り
も
、中
小
規
模
で
も

自
分
の
能
力
や
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
活

躍
で
き
る
組
織
を
選
び
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
選
択
は
、起
業
で
す
。大

切
な
の
は
起
業
の
仕
方
で
、大
学
生
が
い

き
な
り
起
業
を
目
指
し
て
も
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
で
し
ょ
う
。ど

の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
起
業
す
れ
ば
成

功
す
る
可
能
性
が
高
い
か
を
考
え
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、ま
ず
は
大
き
な
会

社
に
入
っ
て
世
の
中
を
知
り
、起
業
す
る

た
め
に
学
ぶ
と
い
う
の
は
一
つ
の
方
法
だ

と
思
い
ま
す
。あ
る
い
は
や
は
り
、ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
に
行
っ
て
学
ぶ
の
が
い
い
で

し
ょ
う
。

　

先
に
も
述
べ
た
通
り
、人
生
1
0
0

年
と
言
わ
れ
る
時
代
で
す
。学
生
の
皆

さ
ん
に
は
、こ
れ
か
ら
長
く
続
く
人
生
の

中
で
成
長
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、今
の
う

ち
に「
学
び
方
」に
つ
い
て
学
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
こ

と
の
喜
び
を
感
じ
、満
足
す
る
こ
と
な

く
、好
奇
心
を
持
っ
て
学
び
を
継
続
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
の
習
慣
が
、こ
れ
か

ら
長
く
続
く
人
生
に
お
い
て
自
分
を
支

え
る
基
礎
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

2001年に関西学院大学で講演

関西学院大学は、本学出身の上場起業家を学院
創立150周年（2039年）までに100人輩出すること
を目指すプロジェクトを2016年秋にスタートしました。
　　　　　　　　　　　　　　  詳細はこちら→

（
次
回
は
、2
0
2
1
年
1
月
発
行
予
定
の
2
7
0
号
に
掲
載
し
ま
す
。）

◉特別連載企画
次代を担うあなたへ。

「
昭
和
史
」

若
い
人
た
ち
に
は
現
代
史
も
勉
強
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。学
校
で
は
重
点
的

に
教
え
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、非
常
に

大
切
な
部
分
だ
と
思
い
ま
す
。現
代
史
を
学
ぶ
こ

と
で「
今
」起
き
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
理
解
が
深

ま
り
ま
す
。

半藤 一利
／平凡社

　推薦図書　
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誰
も
が
輝
け
る
新
月
祭
2
0
2
0
に

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
向
け
て
奔
走

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

で
、初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
る
新
月
祭
。

「
大
変
な
状
況
下
、一
人
で
も
多
く
人
に

幸
せ
な
時
間
を
届
け
た
い
」と
、大
学
祭
実

行
委
員
会
委
員
長
と
し
て
4
1
0
人
の
仲

間
と
共
に
奔
走
を
続
け
る
。

　

関
西
学
院
高
等
部
で
も
文
化
祭
で
、出

演
、司
会
、運
営
の〝
三
刀
流
〟を
こ
な
し
胴

上
げ
の
栄
誉
に
浴
し
た
。そ
の
達
成
感
が
忘

れ
ら
れ
ず
大
学
祭
実
行
委
員
会
に
。ラ
イ

ブ
運
営
や
渉
外
担
当
な
ど
表
と
裏
の
仕
事

を
し
、見
え
て
き
た
課
題
の
解
決
に
向
け
昨

年
12
月
、委
員
長
に
立
候
補
し
た
。信
任
投

票
で
否
決
さ
れ
、再
挑
戦
で
の
就
任
と
い
う

「
ア
ウ
ェ
ー
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
」だ
っ
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
思
う
よ
う
な
振
る
舞
い

方
が
で
き
ず
、試
行
錯
誤
の
日
々
。仲
間
の

呼
び
方
は
名
字
か
愛
称
か
、LIN
E

の
文
末

は
句
点
か
絵
文
字
か
。小
さ
な
こ
と
ま
で

悩
み
苦
し
ん
だ
2
カ
月
を
経
て
、「
背
中
で

引
っ
張
る
強
引
な
手
法
で
は
な
く
、仲
間
が

活
躍
で
き
る
よ
う
に
背
中
を
押
せ
る
リ
ー

ダ
ー
に
な
ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
」。

　

規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
を
模
索
す

る
中
、7
月
に
第
2
波
が
襲
来
。オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
以
外
に
道
は
な
く
な
る
。中
止
も

検
討
し
た
が
、参
加
を
予
定
し
て
い
る
団
体

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
聞
こ
え
て
き
た

声
を
受
け
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
る
こ

と
を
決
断
し
た
。YouTub

e

で
の
配
信

を
基
本
に
準
備
が
進
む
中
、自
ら
広
告
塔

と
な
っ
て
多
様
な
媒
体
で
P
R
活
動
を
展

開
。企
業
関
係
者
な
ど
学
外
の
方
に
も
積

極
的
に
会
い
、有
益
な
情
報
は
内
部
で
共

有
し
た
。「
誰
も
が
主
役
に
な
れ
る
、輝
け

る
瞬
間
が
あ
る
の
が
大
学
祭
。あ
の
素
晴

ら
し
い
時
間
と
空
間
は
、ど
の
よ
う
な
形
に

な
っ
て
も
魅
力
で
す
」

　

そ
ん
な
魅
力
を
よ
り
楽
し
め
る
ア
イ
デ
ア

が「
関
西
の
各
大
学
祭
巡
り
」。5
月
に
は

14
大
学
に
声
掛
け
し
て
関
西
大
学
祭
連
合

会
を
設
立
し
た
。大
学
祭
シ
ー
ズ
ン
の
新
し

い
文
化
と
し
て
定
着
を
目
指
す
。

　　　　　　　勉学に、スポーツに、趣味に─。
さまざまな分野で一生懸命に頑張るKGピープル。
　　　　　　　　きらきらと輝く横顔を紹介する。ひ ひと と人

文化祭にのめり込むきっかけとなった、高校3年生時の胴上げの様子

01
Masanari Matsuda

松田 将成さん
文学部3年生

新月祭2020の詳細はこちら→
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広
島
を
き
っ
か
け
に
平
和
を
考
え

当
た
り
前
の
あ
り
が
た
さ
に
気
付
く
機
会
に

　

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
8
月
6

日
は
、帰
省
し
て
平
和
記
念
式
典
に
出
席

し
、夜
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
の
が

恒
例
だ
っ
た
。し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
の
今
年

は
違
っ
た
。「
何
も
し
な
く
て
い
い
の
か
な
」

と
中
高
時
代
か
ら
の
友
人
と
話
し
合
い
、

「
い
つ
も
通
り
の
2
時
間
を
、誰
か
を
想

う
2
時
間
に
」を
テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
を
主
催
。サ
ー
ク
ル
仲
間
な
ど
全

国
か
ら
30
人
が
集
ま
っ
た
。「
広
島
の
こ
と

を
知
り
た
い
、平
和
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

た
い
と
い
う
人
が
予
想
以
上
に
多
く
、う

れ
し
か
っ
た
」と
話
す
。

　

当
日
は
7
時
45
分
ス
タ
ー
ト
。記
念
式

典
を
中
継
し
て
黙
と
う
を
捧
げ
、「
原
爆

の
子
の
像
」の
モ
デ
ル
で
あ
る
佐
々
木
禎

子
さ
ん
の
話
を
伝
え
て
鶴
を
折
っ
た
。さ

ら
に
、そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
平
和
の
定

義
を
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、「
夢
を
持
て
る
」

「
誰
か
と
笑
い
合
え
る
」な
ど
が
挙
が
っ
た
。

「
平
和
と
は
、戦
争
や
核
兵
器
を
な
く
す

と
い
っ
た
大
き
な
問
題
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。日
常
の
当
た
り
前
が
当
た
り
前
に

存
在
す
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
、日
々
の
幸

せ
が
平
和
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
気
付

け
ば
、そ
の
た
め
に
自
分
に
は
何
が
で
き
る

の
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」

　

自
身
、大
学
で
の
学
び
や
海
外
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
環
境
や
貧
困

な
ど
の
社
会
問
題
に
興
味
を
持
ち
、解

決
を
目
指
す
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
も

平
和
へ
の
手
段
の
一
つ
だ
と
思
い
至
っ
た

と
い
う
。今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て

立
ち
上
げ
た
団
体「
&
A
m
a
n
e
」

で
は
今
後
、オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
定

期
開
催
は
も
ち
ろ
ん
、S
N
S
を
通
し

た
社
会
問
題
の
発
信
、社
会
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
展
開
も
活
動
の
柱
に
据
え
て
い
る
。

　

来
春
に
は
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社

会
科
学
研
究
科
に
進
み
、よ
り
専
門
性
を

磨
い
て
社
会
問
題
に
切
り
込
む
力
を
養
う
。

02

一緒にオンラインイベントを開催した、神戸大学4年生の水野聖良さんと

Rika Monzawa

門澤 里香さん
総合政策学部4年生

ア
ン
ド

ア
マ
ネ
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Research & Research

数学言語を用いて

社会現象のありようや

メカニズムを解明する
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妻が台湾の東海岸にある花蓮出身で、家族
で毎年訪れます。原住民のアミ族が住み、客家

（ハッカ）という漢民族も移住。日本統治時代
も含めて、いろいろな文化が複合した面白い街
です。有名な「夜市」の食事もおいしいですよ。

数
理
社
会
学
で
は
、数
学
言
語

を
用
い
て
社
会
現
象
を
説

明
す
る
数
理
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、そ
れ

を
使
っ
て
解
析
・
分
析
す
る
こ
と
で
社

会
現
象
の
あ
り
よ
う
や
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
が
階
層
帰
属

意
識
で
す
。自
分
が
ど
の
社
会
的
階

層
に
属
し
て
い
る
か
と
い
う
意
識
に
つ

い
て
、日
本
や
先
進
諸
国
で
は
多
く

の
人
が
ほ
ぼ
真
ん
中
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。真
ん
中
へ
の
偏
り
は
な
ぜ
生
じ

る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、人
は

こ
う
い
う
ふ
う
に
他
者
と
比
較
を
し

て
自
分
の
意
識
を
形
成
し
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
い
う
仮
定
を
幾
つ
か

打
ち
立
て
、そ
こ
か
ら
数
学
的
な
言

語
で
数
理
モ
デ
ル
と
い
う
仮
想
世
界
、

箱
庭
を
作
り
ま
す
。そ
の
中
で
人
を

動
か
し
、結
果
的
に
現
実
と
似
て
い

る
か
否
か
、似
て
い
れ
ば
現
実
に
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
の
背
後
に
も
同
様
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
か
と
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　

で
す
の
で
、社
会
学
で
は
珍
し
く

数
式
が
ど
ん
ど
ん
展
開
さ
れ
ま
す
。

社
会
学
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
数
式
に

落
と
し
込
む
こ
と
で
数
理
モ
デ
ル
と

い
う
自
立
し
た
も
の
を
作
り
ま
す
。

言
っ
て
み
れ
ば
、レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
お
城

を
作
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。一
つ

一
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
数
学
的
な
も
の
で
、

そ
れ
を
組
み
立
て
て
現
実
の
あ
る
側

面
に
似
せ
た
も
の
を
作
っ
て
い
く
。面

白
い
問
い
を
見
つ
け
、そ
の
背
後
に
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
、

自
由
に
組
み
立
て
た
り
壊
し
た
り
す

る
作
業
は
純
粋
に
楽
し
い
で
す
ね
。

　

単
純
な
仕
組
み
や
ル
ー
ル
に
よ
っ
て

人
が
動
い
た
結
果
の
集
積
が
大
き
な

社
会
現
象
に
な
る
ケ
ー
ス
で
、数
理

モ
デ
ル
は
力
を
発
揮
し
ま
す
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
そ
の
一

つ
で
す
。人
の
自
由
な
動
き
の
中
で

感
染
者
が
非
感
染
者
に
一
定
の
確
率

で
病
気
を
う
つ
し
、あ
る
確
率
で
非

感
染
者
が
発
症
す
る
。そ
の
人
は
別

の
人
に
感
染
さ
せ
、一
定
期
間
を
過

ぎ
る
と
病
院
に
隔
離
さ
れ
た
り
治
っ

た
り
亡
く
な
っ
た
り
す
る
。数
理
モ
デ

ル
に
よ
り
経
過
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
、

実
際
に
感
染
拡
大
予
測
で
注
目
を

集
め
ま
し
た
。

　

現
在
進
行
形
の
研
究
は
、計
量
社

会
学
の
領
域
で
す
。防
災
研
究
な
ど

で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
ヴ
ァ
ル
ネ
ラ
ビ

リ
テ
ィ
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、人
生

の
イ
ベ
ン
ト
に
起
因
す
る
潜
在
的
な

傷
つ
き
や
す
さ
に
つ
い
て
、あ
る
種
の

測
定
モ
デ
ル
を
考
え
、社
会
調
査
の

デ
ー
タ
を
流
し
込
ん
で
見
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、失
業
や
配
偶
者
の

喪
失
と
い
う
、あ
る
意
味
、誰
に
で

も
起
こ
り
得
る
イ
ベ
ン
ト
に
注
目
し

て
、ど
の
よ
う
な
年
齢
層
や
社
会
階

層
、性
別
の
人
が
そ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
の
影
響
を
潜
在
的
に
大
き
く
受
け

や
す
い
か
を
デ
ー
タ
か
ら
見
て
い
き
ま

す
。例
え
ば
、男
性
の
方
が
女
性
よ
り

も
配
偶
者
を
失
う
こ
と
で
幸
福
感

が
も
の
す
ご
く
下
が
る
、つ
ま
り
傷
つ

き
や
す
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
実

際
の
デ
ー
タ
か
ら
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。

身
近
な
例
で
言
う
と
厄
年
の
よ
う
な

感
じ
で
す
が
、そ
う
い
う
世
俗
に
伝
わ

る
経
験
則
的
な
も
の
で
は
な
く
、き

ち
ん
と
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス（
根
拠
）に
基

づ
い
た
分
析
を
す
る
こ
と
で
、事
前
に

注
意
を
促
し
た
り
、政
策
を
立
て
た

り
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。密
か
に「
エ
ビ
デ
ン
ス・ベ
ー
ス
ド

厄
年
」と
表
現
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
は
数
理
社
会
学
を
テ
ー
マ
に

は
し
て
い
ま
す
が
、数
学
を
使
う
、使

わ
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、個
々
の
学
生

が
自
由
な
発
想
で
社
会
の
仕
組
み
の

背
後
を
考
え
て
い
き
ま
す
。そ
れ
自

体
が
面
白
い
で
す
し
、何
ら
か
の
知
見

が
導
か
れ
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
ま

す
。デ
ー
タ
分
析
は
し
っ
か
り
と
や
り

ま
す
が
、あ
と
は
基
本
的
に
自
由
。面

白
け
れ
ば
何
で
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い「※

車
輪
の
再
発
明
」で

あ
っ
て
も
い
い
。自
分
の
頭
で
考
え
、い

ろ
い
ろ
な
発
想
を
ひ
ね
り
出
し
て
み

る
と
い
う
経
験
を
大
学
時
代
に
積
ん

で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Profile Atsushi Ishida

My favorite

台湾・花蓮
社会学部
石田 淳 教授

※車輪の再発明…すでに確立された技術や解決方法があるにもかかわらず、一から同じようなものを発明してしまうこと。

横浜市立大学国際文化学部卒業、関西学院大学大
学院博士課程後期課程修了。博士（社会学）。大阪
経済大学人間科学部准教授を経て2018年から現職。
専門は数理社会学。
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対
面
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ

一
気
に
移
行

玉
田　
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
状
況
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

巳
波　
急
速
に
時
代
が
変
わ
っ
た

な
と
い
う
印
象
で
す
。確
た
る
対
処

法
も
い
ま
だ
不
明
に
も
か
か
わ
ら
ず

誰
で
も
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、世
界
の
全
て
の
人
が
身
近
な

恐
怖
と
し
て
感
じ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
、正
解
の
な
い
不
安
な
状
況

で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、ネ
ガ
テ
ィ

ブ・ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
能
力
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。答
え
の

出
な
い
状
況
に
対
し
て
耐
え
る
力
と

言
わ
れ
る
も
の
で
す
。安
易
に
答
え

に
飛
び
付
く
こ
と
な
く
、じ
っ
く
り

考
え
、耐
え
て
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

岩
野　
一
番
に
思
っ
た
の
は
、私
た

ち
の
価
値
観
は
私
た
ち
が
決
め
て
い

る
わ
け
で
も
な
い
の
だ
な
、と
い
う
こ

と
で
す
ね
。何
よ
り
命
が
大
事
と
い

う
よ
う
な
価
値
観
も
、社
会
や
政
策

と
の
関
係
の
中
で
成
り
立
っ
て
い
る

の
で
す
が
、急
に
こ
の
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い

と
も
感
じ
ま
す
。例
え
ば
、電
車
な

ど
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
場
所
は
今

も
普
通
に
あ
り
ま
す
が
、も
し
も
密

を
避
け
る
の
な
ら
ば
、全
て
休
み
に

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。大
学
が

対
面
授
業
を
し
な
い
の
も
命
を
守
る

た
め
で
す
。で
も
逆
に
、こ
の
ま
ま
で

学
生
た
ち
は
不
利
に
な
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。将
来
、就
職
の
時
な
ど
に

「
コ
ロ
ナ
の
時
の
学
生
は
あ
ま
り
勉

強
を
…
」と
い
う
目
で
見
ら
れ
る
と
、

そ
れ
は
そ
れ
で
命
や
金
銭
に
関
わ
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て

お
り
、非
常
に
難
し
い
問
題
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

玉
田　
社
会
全
体
に
大
幅
な
変
化

を
求
め
ら
れ
て
い
て
、こ
れ
ま
で
な

ら
対
面
が
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
を

何
と
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
移
行
で

東京大学卒業後、通商産業省（現経
済産業省）入省。ハーバード大学大学
院修士課程を経て、東京大学大学院
工学系研究科博士後期課程修了。博
士（学術）。2005年から現職。専門はイ
ノベーションのマネジメント、科学技術
政策。

京都大学文学部卒業、同大学大学院
文学研究科博士後期課程修了。博士

（文学）。2008年に関西学院大学神
学部に着任。2017年から現職。専門
は日本キリスト教思想、日本キリスト教
史、内村鑑三、無教会主義キリスト教。

東京大学理学部卒業、京都大学博
士（情報学）。日本電信電話株式会
社通信網総合研究所を経て、2002
年に関西学院大学理工学部に着任。
2012年から現職。専門は数理工学。

～
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
生
き
る
～T

A
L

K
 

D
E

E
P

今、人生について考えよう！

新型コロナウイルス感染症の感染拡大は世界中に

多大な影響を及ぼしています。従来の常識や価値観

は大きく転換し、誰もが経験したことのないニュー

ノーマルな社会が到来。コロナ禍でのさまざまな変

化を振り返り、これからの働き方や生き方、そして

「真に豊かな人生」について話し合いました。

経営戦略研究科
玉

たま

田
だ

 俊
しゅん

平
ぺい

太
た

 教授

神学部
岩
いわ

野
の

 祐
ゆう

介
すけ

 教授

理工学部
巳

み

波
わ

 弘
ひろ

佳
よし

 教授
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き
な
い
か
と
あ
ら
ゆ
る
努
力
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。大
学
で
の
授
業
や
ゼ

ミ
、学
会
、企
業
で
は
顧
客
へ
の
訪

問
や
会
議
な
ど
で
す
ね
。こ
の
変
化

は
不
可
避
な
も
の
だ
ろ
う
し
、エ
ネ

ル
ギ
ー
の
消
費
削
減
や
時
間
の
節

約
な
ど
効
率
向
上
の
観
点
で
は
良

い
面
も
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

感
染
症
の
流
行
は
地
球
温
暖
化
問

題
と
絡
め
て
10
年
、20
年
前
か
ら
警

告
を
鳴
ら
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
か
ら

は
感
染
症
の
周
期
的
な
発
生
と
共

に
生
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
可

能
性
す
ら
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

巳
波　
テ
レ
ワ
ー
ク
や
e
ラ
ー
ニ
ン

グ
は
、そ
の
必
要
性
や
重
要
性
が
言

わ
れ
な
が
ら
、な
か
な
か
進
ん
で
い
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
れ
が
数
カ
月
で
一

気
に
進
ん
だ
と
い
う
点
で
は
、コ
ロ
ナ

騒
動
は
時
代
を
大
き
く
変
革
す
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。災
い
転
じ

て
福
と
な
す
よ
う
、技
術
の
新
た
な

発
展
と
そ
の
社
会
へ
の
波
及
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、現
在
よ
く
使

わ
れ
て
い
るZoom

と
い
う
W
e
b

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
し
て
も
、

も
っ
と
良
い
も
の
が
出
て
く
れ
ば
そ

ち
ら
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
す
。良

く
も
悪
く
も
戦
国
時
代
に
な
る
と

い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

バ
ー
チ
ャ
ル
世
界
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

新
た
な
形
を

玉
田　
大
学
も
キ
ャ
ン
パ
ス
を
閉
鎖

し
、オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
切
り
替
え

る
な
ど
方
向
転
換
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。ど
う
い
う
変
化
を
感
じ

ま
し
た
か
。

岩
野　
私
が
舎
監
を
し
て
い
る「
静

修
寮
」は
、1
年
生
一
人
に
対
し
て

2
年
生
が
一
人
、「
担
当
者
」と
い
う

形
で
付
き
ま
す
し
、1
年
生
の
う
ち

は
二
人
部
屋
で
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
同

生
活
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
意
味
あ
る

体
験
が
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。代
わ
り
の
何
か
を
考
え
る

の
は
難
し
い
で
す
ね
。ま
た
、例
え

ば
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
部

に
入
学
し
て
甲
東
園
駅
か
ら
急
な

坂
道
を
歩
き
、途
中
で
バ
ス
に
追
い

抜
か
れ
な
が
ら「
バ
ス
に
乗
っ
た
ら
よ

か
っ
た
」と
思
う
よ
う
な
ミ
ク
ロ
な

体
験
、留
学
に
行
っ
た
先
で
現
地
の

人
た
ち
と
一
緒
に
礼
拝
に
出
た
り
、

讃
美
歌
を
歌
っ
た
り
す
る
経
験
。そ

う
い
う
も
の
が
本
当
は
重
要
な
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

巳
波　
一
般
社
会
と
同
様
、大
学
で

も
S
N
S
を
使
っ
た
情
報
共
有
、情

報
交
換
と
い
う
形
が
加
速
し
ま
し
た
。

一
方
で
、岩
野
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る

通
り
、大
多
数
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
断
ち
切
ら
れ
、大
切
な
も
の

を
失
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
し
ょ
う

か
。留
学
な
ど
海
外
を
経
験
す
る
機

会
が
失
わ
れ
て
い
る
の
も
残
念
で
す
。

文
字
だ
け
の
知
識
で
は
な
く
、現
地

で
五
感
を
使
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
人

格
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
か
ら
。

玉
田　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
三
重

苦
の
メ
デ
ィ
ア
で
、五
感
の
う
ち
、視

覚
と
聴
覚
に
関
す
る
部
分
は
伝
送

可
能
で
す
が
、嗅
覚
、味
覚
、触
覚
は

伝
え
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。だ

か
ら
、軌
道
に
乗
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
は
進

め
ら
れ
て
も
、初
対
面
で
契
約
を
取

る
こ
と
は
難
し
い
。恋
愛
も
ネ
ッ
ト

上
だ
け
で
は
簡
単
に
は
成
立
し
ま
せ

ん
。そ
の
意
味
で
失
わ
れ
て
い
る
も

の
は
か
な
り
大
き
く
、こ
れ
が
1
年
、

2
年
と
続
く
と
、社
会
に
大
き
な
、

か
つ
不
可
逆
的
な
影
響
を
与
え
ま

す
。コ
ロ
ナ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
、「
あ

の
時
期
か
ら
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
こ
う

な
っ
た
ね
」み
た
い
な
こ
と
が
起
き
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
は
し
て
い
ま

す
。

巳
波　
私
の
研
究
室
で
はZ

oom

を
活
用
し
て
い
て
、一
つ
の
策
と
し
て
、

私
が
ホ
ス
ト
と
な
り
朝
7
時
ご
ろ
か

ら
ず
っ
と
オ
ン
状
態
に
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
へ
学
生
が
ふ
ら
っ
と
入
っ
て
き
て
、

数
人
で
雑
談
を
し
た
り
、用
事
が
あ

る
時
は
出
て
行
っ
た
り
。「
ず
っ
と
一

人
で
い
る
の
は
し
ん
ど
い
」と
い
う
学

生
た
ち
の
声
で
始
め
て
み
た
ら
、リ

ア
ル
な
研
究
室
と
同
じ
よ
う
な
空

間
を
バ
ー
チ
ャ
ル
世
界
で
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。完
成
形
で
は
な

い
け
れ
ど
も
、新
た
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
形
の
一
つ
と
し
て
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
野　
明
る
い
変
化
と
し
て
は
、こ

れ
ま
で
引
き
こ
も
り
気
味
で
心
配
し

て
い
た
学
生
が
、課
題
を
出
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。い

ろ
い
ろ
な
理
由
か
ら
通
学
が
苦
手
な

人
に
と
っ
て
は
、リ
モ
ー
ト
で
の
や
り

取
り
は
か
え
っ
て
気
が
楽
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

玉
田　
私
は
授
業
と
ゼ
ミ
、短
期
の

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
三
つ
を
や
っ
て
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み
て
、飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
さ
え
す

れ
ば
注
意
を
保
っ
て
面
白
く
で
き
る

と
確
信
し
ま
し
た
。手
を
挙
げ
て
質

問
す
る
勇
気
は
な
く
て
も
、チ
ャッ
ト

に
は
書
け
る
人
は
多
い
の
で
、多
く

の
人
が
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
点
が
明
ら

か
に
な
り
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
の
密
度
が

上
が
り
ま
し
た
。兵
庫
県
外
に
住
む

社
会
人
学
生
は
通
学
の
時
間
が
省

け
ま
す
し
、セ
ミ
ナ
ー
に
は
距
離
の

壁
を
越
え
て
全
国
か
ら
受
講
生
が

集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。し
か
も
、録

画
し
て
お
い
て
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、復
習

に
活
用
で
き
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
使
い
よ
う
で
よ
り
大
き
な
力
を
発

揮
し
ま
す
。

“
就
社
”の
時
代
は
終
わ
り

変
化
に
適
応
す
る
力
で

世
界
に
目
を
向
け
る

玉
田　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ダ
メ
ー
ジ
は
経
済
界
で
も
大

き
く
、航
空
会
社
等
で
は
来
年
度

の
採
用
停
止
を
決
め
た
企
業
が
あ

り
ま
す
。「
新
し
い
生
活
様
式
」の
中

で
、働
き
方
自
体
に
も
大
き
な
変
化

が
見
ら
れ
ま
す
。一
方
で
、巳
波
先

生
が
専
門
と
さ
れ
る
A
I（
人
工
知

能
）の
発
展
に
よ
り
、か
な
り
の
仕

事
が
置
き
換
わ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。過
去
の
デ
ー
タ
を
参
照
し
な
が

ら
、ス
ポ
ー
ツ
の
実
況
中
継
を
し
た

り
、企
業
の
業
績
発
表
に
関
す
る
記

事
を
書
い
た
り
と
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や

記
者
の
仕
事
も
A
I
は
で
き
る
と

聞
き
ま
し
た
。こ
う
い
う
時
代
に
、学

生
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
職
業
を
選
択

し
て
い
け
ば
い
い
の
か
。喫
緊
の
課
題

と
言
え
ま
す
ね
。

巳
波　
学
生
か
ら「
ど
こ
の
企
業
に

就
職
す
る
の
が
い
い
で
す
か
」「
内
定

を
幾
つ
か
も
ら
い
ま
し
た
が
、ど
こ
を

選
べ
ば
い
い
で
す
か
」と
よ
く
聞
か
れ

ま
す
。最
終
的
に
決
め
る
の
は
本
人

で
す
が
、以
前
な
ら
ば
、そ
の
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

し
た
。今
は
、大
手
企
業
で
あ
っ
て
も
、

そ
も
そ
も
存
続
す
る
か
ど
う
か
さ
え

確
信
を
持
て
な
い
状
況
で
す
。教
員

だ
か
ら
、先
達
だ
か
ら
、年
上
だ
か
ら

と
、的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る

時
代
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

岩
野　
宗
教
的
な
立
場
か
ら
は
、社

会
の
た
め
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
言
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
が
、今
の
時
代
は
難
し
い
で
す

ね
。先
日
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

行
っ
た
ら「
エ※

※

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
共
に
働
き
ま
せ
ん
か
」と
い
う

掲
示
が
し
て
あ
り
ま
し
た
。確
か
に

こ
の
状
況
下
で
は
、私
よ
り
も
よ
ほ

ど
世
の
中
の
役
に
立
っ
て
い
る
仕
事

だ
な
と
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

玉
田　
ア
メ
リ
カ
の
経
済
誌
が
年
1

回
、「
フ
ォ
ー
チ
ュン
5
0
0
」と
い
う

世
界
企
業
番
付
を
発
表
し
て
い
ま

す
。昔
は
20
年
、30
年
と
継
続
し
て

ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
企
業
が
あ
り
ま
し

た
が
、近
年
、そ
の
平
均
年
数
が
ど

ん
ど
ん
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ

だ
け
変
化
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。私
が
就
職
す
る
頃
、

日
本
で
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
が

最
も
華
や
か
で
、世
界
の
半
導
体
企

業
ト
ッ
プ
10
の
6
社
が
日
本
企
業
で

し
た
。け
れ
ど
も
今
は
元
気
が
あ
り

ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、ど
の

会
社
に
入
っ
て
永
久
に
勤
め
る
か
と

い
う“
就
社
”を
考
え
て
も
仕
方
が

な
い
。ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
の
波

を
サ
ー
フ
ァ
ー
の
よ
う
に
乗
り
こ
な

す
能
力
、変
化
に
適
応
す
る
能
力
を

持
っ
た
者
が
生
き
残
る
時
代
に
な
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

巳
波　
自
分
が
身
に
付
け
る
べ
き

ス
キ
ル
は
何
か
を
考
え
、実
際
に
頑

張
っ
て
学
ん
で
身
に
付
け
る
。そ
し

て
、会
社
に
入
る
の
で
は
な
く
、会

社
と
対
等
な
立
場
で
、そ
の
ス
キ
ル

を
会
社
に
売
っ
て
い
る
く
ら
い
の
気

概
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。会
社
に
育
て
て
も
ら
っ
て
、ぬ

く
ぬ
く
と
最
後
ま
で
い
よ
う
な
ど
と

い
う
精
神
で
は
、こ
の
先
、生
き
残
っ

て
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

玉
田　
今
回
の
コ
ロ
ナ
騒
動
以
前

に
出
版
さ
れ
た「※

※

財
政
破
綻
後
」と

い
う
本
に
は
、2
0
3
5
年
ま
で
に

日
本
の
国
家
財
政
が
破
綻
す
る
確

率
は
99
・9
％
な
い
し
1
0
0
％
だ

と
す
で
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。そ
う
い

う
こ
と
も
踏
ま
え
た
上
で
、就
職
先

に
関
し
て
は
国
内
ば
か
り
に
目
を
向

け
ず
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
エ※

※

ン
プ
ロ
イ
ア

ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
す
。日
本
が
ど
ん
ど
ん
縮
小
均

衡
に
陥
っ
て
就
職
難
が
発
生
し
て
も
、

※1…エッセンシャルワーカー
Essential（不可欠な）とWorker（労働者）を
組みわせた言葉。人間が社会生活を送る上
で必要不可欠な仕事に従事している人。

※2…「財政破綻後」
小林慶一郎編著（2018年、日本経済新聞出版社）

※3…エンプロイアビリティ
Employ（雇用する）とAbility（能力）を組み合わせた言葉。働
く人が企業などの組織に雇われるための能力やその可能性。
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世
界
に
は
関
西
学
院
大
学
出
身
者

を
求
め
て
い
る
企
業・機
関
が
あ
り
、

チ
ャ
ン
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。今

後
は
、一
会
社
、一
国
家
に
依
存
し
て

生
き
る
の
は
リ
ス
ク
が
高
い
の
で
、企

業
や
国
家
に
左
右
さ
れ
な
い
力
を
身

に
付
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

や
り
が
い
、収
入

職
業
選
択
の
新
た
な
軸
は

持
続
可
能
性

玉
田　
職
を
選
ぶ
場
合
に
は
、自
分

が
や
り
た
い
か
や
り
た
く
な
い
か
、収

入
が
高
い
か
低
い
か
、親
や
友
人
な

ど
他
人
が
喜
ぶ
か
喜
ば
な
い
か
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
判
断
基
準
が
あ
り
ま
す
。

私
が
一
番
お
薦
め
で
き
な
い
の
は
、人

の
目
や
人
の
意
見
に
影
響
さ
れ
て

意
思
決
定
を
す
る
こ
と
で
す
。就
職

の
決
断
は
自
分
の
意
思
と
し
て
す

る
こ
と
。そ
う
す
る
と
逃
げ
場
が
な

く
な
る
わ
け
で
す
が
、逆
に
自
分
が

決
め
た
こ
と
だ
か
ら
頑
張
れ
る
と
こ

ろ
ま
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
意
欲
に
も

な
る
は
ず
で
す
。

岩
野　
私
は
大
学
を
出
て
か
ら
5

年
く
ら
い
、小
さ
な
塾
で
働
き
ま
し

た
。学
校
に
通
え
て
い
な
い
子
、親
の

帰
り
が
遅
い
子
な
ど
に
教
え
る
の
が

仕
事
で
、や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。で
も
、ハ
ー
ド
だ
し
、給
料
は
安

い
。今
離
脱
し
な
い
と
死
ん
で
し
ま

う
か
も
と
思
っ
て
辞
め
た
の
で
す
が
、

本
当
に
や
り
が
い
だ
け
は
あ
り
ま
し

た
。

玉
田　
私
も
最
初
の
職
選
び
の
時

は
、や
り
が
い
と
収
入
の
二
つ
の
軸
で

考
え
、や
り
が
い
を
選
択
し
て
国
家

公
務
員
に
な
り
ま
し
た
。岩
野
先
生

と
同
じ
よ
う
に
、や
り
が
い
は
す
ご

く
あ
り
ま
し
た
し
、と
て
も
いい
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。で
も
、国
家

公
務
員
は
労
働
法
の
適
用
除
外
で
、

過
酷
な
労
働
環
境
の
中
、最
後
に

は
体
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ

う
い
う
意
味
で
は
、第
3
の
軸
は
持

続
可
能
性
で
す
ね
。無
理
は
若
い
時

し
か
利
か
な
い
し
、家
族
が
で
き
れ

ば
一
緒
の
時
間
も
持
ち
た
い
。例
え

ば
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
を
重

視
し
、通
勤
時
間
を
節
約
す
る
た
め

に
リ
モ
ー
ト
で
働
け
る
職
を
選
ぶ
と

い
っ
た
、新
し
い
価
値
観
で
の
職
選

び
が
あ
っ
て
も
いい
と
思
い
ま
す
。

巳
波　
持
続
可
能
性
は
大
事
で
す
。

学
生
に
も
、徹
夜
の
一
夜
漬
け
は

ま
っ
た
く
意
味
が
な
い
か
ら
や
め
な

さ
い
と
戒
め
て
い
ま
す
。試
験
は
乗

り
切
れ
て
も
、自
分
の
知
識
と
し
て

は
身
に
付
か
な
い
し
、体
を
壊
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
。持
続
可
能
で

最
大
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
出
せ
る
学

び
方
・
働
き
方
が
重
要
で
す
。大
学

生
な
ら
ば
少
々
無
理
を
し
て
失
敗

し
て
も
リ
カ
バ
リ
ー
で
き
る
の
で
、今

こ
そ
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
て
、自
分
の

学
び
方・働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
を
見
い

だ
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

玉
田　
先
ほ
ど
少
し
A
I
の
話
を

し
ま
し
た
が
、A
I
に
使
わ
れ
る
よ

り
も
使
う
側
に
な
り
、自
身
の
能
力

の
倍
力
装
置（
レ
バ
レ
ッ
ジ
）と
し
て

使
い
こ
な
せ
れ
ば
、お
そ
ら
く
収
入

も
や
り
が
い
も
伴
っ
て
く
る
は
ず
で

す
。

巳
波　
関
西
学
院
大
学
が
提
供
す

る「
A
I
活
用
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」の
狙
い
が
、ま
さ
し
く
そ
れ
で
す
。

こ
れ
ま
で
、A
I
を
ツ
ー
ル
と
し
て
使

い
こ
な
せ
る
人
材
の
育
成
と
い
う
視

点
が
抜
け
落
ち
て
い
ま
し
た
。そ
こ

に
着
目
し
、A
I
を
道
具
と
し
て
活

用
し
自
ら
の
仕
事
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

す
る
、そ
う
い
う
視
点
か
ら
A
I
を

学
び
使
い
こ
な
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。新
た
な
道
具
を
使
い
こ

な
す
と
い
う
ス
キ
ル
が
、今
後
は
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

世
界
が
明
日
滅
び
よ
う
と
も

新
た
な
智ち

慧え

を

生
み
育
て
て
い
く

玉
田　
私
も
学
生
の
頃
は
、会
社

に
入
る
と
、仕
事
を
す
れ
ば
給
料

を
も
ら
え
る
の
だ
と
捉
え
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、会
社
の
先
に
は
顧
客
が

い
ま
す
。顧
客
が
価
値
を
感
じ
れ
ば

会
社
に
お
金
を
払
っ
て
く
れ
、そ
れ

が
自
分
の
と
こ
ろ
に
も
回
っ
て
来
る

と
い
う
こ
と
で
、要
す
る
に
、他
人
の

役
に
立
っ
た
分
が
自
分
に
入
っ
て
く

る
の
で
す
。働
く
と
は「
傍（
は
た
）」

を「
楽
」に
す
る
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
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ま
す
。全
て
の
職
業
は
他
人
の
た
め

に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

で
す
が
、そ
れ
は
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー

“M
astery for Service”

に
も
大
い

に
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

岩
野　

“M
astery for Service”

は
、

新
約
聖
書
の「
頭（M

aster

）に
な

り
た
い
者
は
、皆
の
僕（Servant

）に

な
り
な
さ
い
」（
マ
タ
イ
20
：
27
）と
い

う
イ
エ
ス
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
結
び
付
い

て
い
ま
す
。例
え
で
は
な
く
本
当
に

Servant

に
な
り
な
さ
い
と
言
っ
て
い

る
の
で
す
か
ら
、よ
り
よ
いM

aster

に
な
る
た
め
にserve

し
な
さ
い
と
い

う
意
味
と
は
少
し
違
い
ま
す
。イ
ン

タ
ー
ン
的
にS

ervant

を
体
験
し
た

ら
良
いM

aster

に
な
れ
ま
す
、で
は

あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
仕
事
に
関
し
て
、

自
分
は
何
をserve

で
き
る
か
を
一

生
懸
命
に
考
え
な
さ
い
、と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。顧
客
の
た
め
に

も
そ
う
で
す
し
、特
に
今
は
環
境
の

た
め
に
何
が
で
き
る
か
も
重
要
で
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、お
互
い
幸
せ
に
な
れ

る
と
い
い
よ
ね
、と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

玉
田　
経
営
学
の
世
界
で
も
サ※

※

ー
バ

ン
ト
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、「
リ
ー
ダ
ー
は

サ
ー
バ
ン
ト
た
れ
」と
い
う
意
味
の
言

葉
が
あ
り
ま
す
。通
奏
低
音
は
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
な
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
ね
。

巳
波　
「
た
と
え
明
日
、世
界
が
滅

び
よ
う
と
も
、私
は
今
日
、リ
ン
ゴ
の

木
を
植
え
る
」と
い
う
ド
イ
ツ
の
古
い

言
葉
が
あ
り
ま
す
。絶
望
的
な
状
況

で
も
な
お
、智ち

慧え

の
象
徴
で
あ
る
リ

ン
ゴ
の
木
を
植
え
る
と
い
う
行
為
の

尊
さ
、力
強
さ
に
と
て
も
シ
ン
パ
シ
ー

を
感
じ
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
今
、誰

も
が
不
安
に
思
っ
て
い
ま
す
。世
界

が
滅
び
る
か
も
と
い
う
恐
怖
感
さ
え

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ

の
よ
う
な
状
況
で
も
、教
育
者
と

し
て
、学
生
の
智
慧
を
育
て
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
う
と
同
時
に
、研
究

者
と
し
て
も
知
を
発
展
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
私
の
信
念
で
あ
り
、学

生
一
人
ひ
と
り
に
も
智
慧
を
育
て
る

こ
と
に
価
値
を
見
い
だ
し
て
ほ
し
い
。

そ
れ
を
伝
え
、育
て
て
い
く
姿
勢
が

“M
astery for Service”

と
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。

他
者
へ
の
貢
献
や

心
の
持
ち
よ
う
で

幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る

玉
田　
関
西
学
院
は
全
て
の
卒
業

生
が「
真
に
豊
か
な
人
生
」を
送
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。そ
れ
に
関
連
し
て
、人
間
は
所

得
が
一
定
以
上
、年
収
6
0
0
万
～

7
0
0
万
円
を
超
え
る
と
、結
構
幸

せ
な
気
持
ち
に
な
り
、そ
れ
以
上
は

増
え
て
も
幸
せ
度
は
あ
ま
り
増
え
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。私
が
個
人

的
に
思
う
の
は
、家
族
が
い
る
こ
と

の
幸
せ
で
す
。今
の
よ
う
に
外
の
人

と
関
わ
り
に
く
い
状
況
で
は
、何
を

す
る
に
も
家
族
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

収
入
的
に
は
腹
八
分
目
、あ
と
は
家

族
が
い
る
幸
せ
を
よ
り
意
識
し
ま
す
。

巳
波　
「
足
る
」を
知
る
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。足
り
な
い
こ
と
に
不

満
を
持
ち
続
け
る
の
で
は
な
く
、こ

れ
を
得
ら
れ
た
、だ
か
ら
喜
び
た
い

と
い
う
精
神
の
あ
り
よ
う
が
心
の
安

定
に
つ
な
が
り
ま
す
。こ
れ
が
欲
し
い
、

あ
れ
が
足
り
な
い
と
思
っ
て
も
、す
ぐ

に
手
に
入
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な

い
時
代
で
す
の
で
、心
の
持
ち
よ
う

を
変
え
な
い
と
苦
し
く
な
り
ま
す
ね
。

玉
田　
最
近
は
、所
有
せ
ず
に
利
用

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
ま
す
。無
理
に
物
を
持
た
な
く
て

も
、必
要
な
時
に
必
要
な
物
を
借
り

て
使
え
ば
、実
質
的
に
は
結
構
豊
か

な
暮
ら
し
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
送
れ

ま
す
。私
が
こ
れ
ま
で
に
一
番
幸
せ

を
感
じ
た
の
は
、あ
る
若
者
を
財
政

的
に
支
援
し
た
時
で
す
。相
手
の
方

に
す
ご
く
感
謝
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、「
あ
あ
、自
分
は
人
の
役
に
立
っ

て
い
る
な
」と
、と
て
も
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

岩
野　
私
は
、無
教
会
主
義
キ
リ
ス

ト
教
を
説
い
た
内
村
鑑
三
の
研
究

を
し
て
き
ま
し
た
。内
村
は
、「
幸
福
、

幸
福
と
言
っ
て
い
る
か
ら
幸
福
に
な

れ
な
い
、ま
ず
目
の
前
の
こ
と
に
集

中
す
れ
ば
い
い
の
だ
」と
言
っ
て
い
ま

す
。自
己
責
任
的
に
自
己
の
幸
福

を
獲
得
し
よ
う
す
る
と
、い
つ
ま
で

た
っ
て
も
足
り
な
い
と
感
じ
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。そ
う
で
は
な
い
ん
だ
と
書

い
て
い
ま
す
。自
分
、自
分
と
い
う
そ

の
自
分
が
悪
い
の
で
あ
り
、そ
れ
が

全
て
の
苦
悶
の
原
因
で
あ
っ
て
、自

分
が
良
く
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
限

り
は
幸
福
に
な
ど
な
れ
な
い
と
。そ

の
通
り
だ
と
思
う
半
面
、今
が
し
ん

ど
い
人
に
目
の
前
の
こ
と
に
集
中
し

※4…サーバントリーダーシップ
米国のロバート・K・グリーンリーフが提唱。「リー
ダーである人は、まず相手に奉仕し、その後導
くものである」というリーダーシップの実践哲学。
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て
い
れ
ば
大
丈
夫
と
言
っ
て
も
伝
わ

ら
な
い
の
で
は
、と
も
思
い
ま
す
。

巳
波　

苦
し
み
の
渦
中
に
い
る
人

は
、真
に
豊
か
な
人
生
に
つ
い
て
語

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、と
い
う
こ
と
で
す

ね
。学
生
た
ち
は
ま
だ
恵
ま
れ
て
い

て
、学
ぶ
機
会
が
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
。

明
日
の
生
活
に
困
る
と
い
う
立
場
で

は
な
い
今
の
う
ち
に
真
に
豊
か
な
人

生
を
感
じ
る
心
の
持
ち
よ
う
を
身

に
付
け
て
お
け
ば
、た
と
え
将
来
、そ

の
渦
中
に
あ
っ
た
と
し
て
も
右
往
左

往
す
る
こ
と
な
く
、人
間
万
事
塞
翁

が
馬
、ま
た
戻
っ
て
い
く
も
の
だ
と
捉

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。学
生

で
あ
る
今
、こ
の
こ
と
に
気
付
い
て

も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

時
間
が
あ
る
今

人
生
の
柱
と
な
る

信
念
や
言
葉
を
探
そ
う

玉
田　

岩
野
先
生
、学
生
た
ち
に

今
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

岩
野　
神
学
部
で
は
、新
入
生
に

は
必
ず
カ
ル
ト
対
策
の
話
を
し
ま

す
。ど
う
す
れ
ば
破
壊
的
カ
ル
ト
に

は
ま
ら
な
い
か
。カ
ル
ト
は「
む
な

し
さ
」に
付
け
込
み
ま
す
。学
問
や

ス
ポ
ー
ツ
、サ
ー
ク
ル
活
動
を
一
緒

に
す
る
仲
間
が
い
て
、本
当
に
楽
し

い
と
思
え
る
日
々
を
送
っ
て
い
る
限

り
、む
な
し
い
気
持
ち
な
ど
に
は
な

り
ま
せ
ん
。ご
飯
を
食
べ
た
ら
お
い
し

い
し
、お
風
呂
に
入
っ
た
ら
気
持
ち

が
い
い
し
、犬
や
猫
を
見
た
ら
か
わ
い

い
な
と
思
え
る
、そ
う
い
う
日
常
を

し
っ
か
り
と
楽
し
ん
で
い
た
ら
、そ
れ

を
続
け
て
い
く
こ
と
に
む
な
し
さ
は

感
じ
な
い
は
ず
で
す
。た
と
え
、こ
ん

な
こ
と
し
て
い
て
何
に
な
る
の
だ
ろ

う
と
少
し
だ
け
考
え
た
と
し
て
も
、

ち
ゃ
ん
と
普
通
の
日
常
生
活
に
戻
っ

て
い
け
ま
す
。け
れ
ど
も
、新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
に
よ
り
自
粛
期
間
が
続

く
現
在
の
状
況
は
危
険
で
す
。カ
ル

ト
に
付
け
入
ら
れ
る
隙
が
生
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。Zoom

で
の
会

議
や
リ
モ
ー
ト
授
業
で
大
変
で
は

あ
る
け
れ
ど
、関
西
学
院
大
学
に
来

て
楽
し
い
な
、こ
の
勉
強
を
し
て
よ

か
っ
た
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、私
自
身
、春

学
期
は
か
な
り
悩
み
ま
し
た
。学
生

た
ち
も
そ
う
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

巳
波　
教
え
る
側
も
初
め
て
の
こ

と
で
す
か
ら
。教
育
を
こ
う
い
う
形

で
や
る
の
は
世
界
で
も
ま
っ
た
く
初

め
て
の
こ
と
で
、大
実
験
が
始
ま
っ

た
と
い
う
認
識
で
す
。

玉
田　
私
が
言
い
た
い
の
は
、一
つ

に
は
、な
る
べ
く
引
き
こ
も
ら
ず
家

族
や
友
達
と
定
期
的
に
話
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。行
動
も
制

限
さ
れ
時
間
だ
け
は
あ

り
ま
す
か
ら
、例
え
ば
週

に
1
回
、曜
日
を
決
め

て
必
ず
実
家
に
連
絡
を

す
る
よ
う
習
慣
付
け
を

し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。も
う
一
つ

は
、こ
れ
か
ら
の
人
生
の

柱
に
な
る
よ
う
な
思
想

や
信
念
、信
仰
と
い
っ
た

も
の
を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン

ス
だ
と
い
う
こ
と
。聖
書

を
読
み
返
す
の
も
、論
語

を
学
ぶ
の
も
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。そ
う
い
う
東

西
の
古
典
に
触
れ
、自
分

の
言
葉
に
で
き
る
よ
う

な
、信
念
に
な
る
よ
う
な

も
の
を
見
つ
け
る
。私
が

先
に
話
し
た
若
者
を
助

け
た
時
、頭
に
浮
か
ん
だ

の
は「
義
を
見
て
せ
ざ
る

は
勇
無
き
な
り
」と
い
う

孔
子
の
言
葉
で
し
た
。今
、

こ
う
し
な
け
れ
ば
自
分

が
後
悔
す
る
と
思
っ
て
サ

ポ
ー
ト
に
踏
み
切
っ
た
の

で
す
。苦
難
を
強
い
ら
れ

て
い
る
こ
の
期
間
に
、そ

う
い
う
言
葉
を
探
し
出

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

T A L K  D E E P ～ニューノーマルを生きる～  

（撮影時以外はマスク着用の上、互いの距離を十分に確保して行いました）
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離
れ
て
い
て
も
心
を
合
わ
せ

感
謝
の
思
い
を
歌
声
に

　

今
年
で
創
部
66
年
と
な
る
伝
統
あ
る
部
活

動
で
、昨
年
は
創
立
65
周
年
の
定
期
演
奏
会

を
開
催
。し
か
し
、本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
演
奏
会

の
中
止
や
対
面
練
習
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
大

き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
、例
年
と
は
異
な

る
練
習
方
法
を
取
り
つ
つ
、前
向
き
に
合
唱
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

通
常
で
あ
れ
ば
年
に
2
回
の
定
期
演
奏
会

に
加
え
、2
、3
回
の
依
頼
演
奏
を
開
催
し
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
本
番
に
向
け
週
3
回
、パ
ー

ト
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
パ
ー
ト
ご
と
の
音
取
り

や
正
指
揮
者
と
副
指
揮
者
を
中
心
に
全
体

練
習
に
励
み
ま
す
。練
習
中
は
同
じ
ミ
ス
を
繰

り
返
さ
な
い
よ
う
に
意
識
し
、受
け
た
指
導
の

復
習
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。部
員
全
員
と
て

も
仲
が
良
く
、雰
囲
気
の
良
さ
が
毎
回
の
練

習
の
楽
し
さ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
予
定
さ
れ
て
い
た
演
奏
会
だ
け

で
な
く
、地
方
の
小
学
校
を
訪
問
し
て
演
奏

創部／1954年

部員／50人

部長／小菅 宏明

練習場所／�西宮上ケ原キャンパス

　　　　　旧学生会館音楽練習場11

文化総部 混声合唱団エゴラド
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3年生全員が集大成となる定期演奏
会の最後に選んだ曲「IN TERRA 
PAX～地に平和を～」。戦争の残酷さ
や悲しみを訴える4曲、最大限のパワー
で平和を祈った1曲の計5曲で構成。
新型コロナウイルス感染症により危機
を迎えている文化・芸術活動は平和だ
からこそ繁栄するという考えの下、友と
集まり歌える平和に感謝して歌います。

Pick up
す
る「
歌
声
旅
行
」や
夏
合
宿
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
中
止
に
。対
面
練
習
の
制
限
は
、離
れ

た
場
所
で
も
練
習
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
補
っ
て
い
ま
す
。部
員
は
自
宅
で
曲
の
音
源

を
聴
き
な
が
ら
歌
っ
た
声
を
録
音
し
、パ
ー
ト

リ
ー
ダ
ー
に
提
出
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受

け
ま
す
。ま
た
、リ
モ
ー
ト
合
唱
を
S
N
S
で

発
信
し
、新
入
生
に
エ
ゴ
ラ
ド
を
知
っ
て
も
ら

う
企
画
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、今
代
最
後
の
定
期
演
奏
会
に
向

け
て
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。部
長
の
小
菅

宏
明
さ
ん（
文
学
部
3
年
生
）は
、「
演
奏
会
は

歌
い
手
が
い
て
、指
揮
者
が
い
て
、お
客
さ
ん
が

い
て
、先
生
が
い
て
成
り
立
つ
も
の
。演
奏
会

を
開
け
た
な
ら
、周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に

友
と
歌
え
る
喜
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
歌
い
た

い
」と
意
気
込
み
ま
す
。12
月
27
日（
日
）に
キ

セ
ラ
ホ
ー
ル（
川
西
市
）で
予
定
さ
れ
て
い
る
本

番
で
、歌
声
を
通
し
て
感
謝
の
思
い
を
届
け
る

た
め
、離
れ
た
場
所
で
あ
っ
て
も
部
員
全
員
で

心
を
合
わ
せ
て
歌
を
紡
ぎ
ま
す
。

※267号のボクシング部の紹介で、「部長 前田洸一郎」と記載していましたが、正しくは「主将 前田洸一郎」でした。おわびして訂正いたします。

※写真は、2019年11月に実施した定期演奏会のものです。

「IN TERRA PAX～地に平和を～」の楽譜

昼休みの放送や番組制作などを行っている関西
学院大学唯一の放送団体・KGB総部放送局が、
多彩な課外活動を紹介します！
KGBの活動は
Twitter→https：//twitter.com/KGBbroadcast

KG CLUB by KGB

混
声
合
唱
団
エ
ゴ
ラ
ド
の 

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
こ
ち
ら
→
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─ 関西学院で学ぶ皆さんへ  ─

皆さま、平素は関西学院の教育にご理解・ご協力を賜り、ありがとうございます。現在、関西学院
が直面する最大の課題は新型コロナウイルス感染症拡大への対応です。これに対する関西

学院の基本的な考え方は、学生・生徒・児童・園児が安心して関西学院での学びを継続できること、
そして保証人の皆さまがお子さまを安心して関西学院に託すことができることでした。そのため、キャン
パスを閉鎖し感染の回避に尽力する一方で、オンライン授業の活用により学びに遅れを生じないよう
にしたり、関西学院独自の奨学金制度を新設・拡充したりと、手厚い対応に努めてきました。こうした
施策は同窓の皆さまからも評価をいただき、さまざまなご支援を賜るに至っています。関西学院はポス
トコロナを見据えつつ、今後ともできる限りの施策を講じてまいります。

コロナ禍により、これまで経験したことのない日常を皆さんが送る中、「これもできない」「あれもできない」
と「できないこと」に意識が行きがちかと思います。ただ、友だちと直接会って話をすることができなかっ

た時、さまざまな工夫と想像力をもって、学んだり、話をしたりすることで、これまで当たり前と思っていた、人と
の交わりや語らいの中に、優しさや思いやりなどを再発見する時を与えられたのではないでしょうか。私たちに
量的には平等に与えられている一日ですが、それを質の高い、かけがえのない時と感じて過ごせるかは一人ひ
とりに委ねられています。「できないこと」の多さに気分が沈みそうになりますが、今だからこそ「できること」「感
じられること」を日々発見し、今の状況を経験した人にしかできない豊かな成長へつなげていただきたいと願い
ます。皆さんの日々の歩みが神様に護られ、良き出会いと成長の時が続きますよう心より祈っております。

新型コロナウイルス感染症の拡大によって、春学期の授業のほとんどがオンラインで行われました。秋学期
の授業はオンライン授業と対面授業の併用で行っています。人によっては、受講科目のほとんどがオンライ

ン授業になっている場合もあるかもしれませんが、全学の開講科目の約40％が対面授業で行われています。図書
館や生協食堂なども利用が可能になっています。また、キャンパスも全面的に開放し、部活動やサークル等の活動
や勧誘も感染予防策を講じることを前提に認めています。しかしながら、新型コロナウイルス感染症はまだまだ油断
できない状況にあります。皆さん自身やご家族の健康と安全のためにも、コンパや夜の会食を自粛するのは当然の
こと、三密を避ける、マスクの着用、手指の頻繁な消毒を行うことを心からお願いしたいと思います。このコロナ禍を
共に乗り越え、皆さんがさらに充実したキャンパスライフをこの関西学院大学で送られることを願っています。

理事長
平松 一夫 

院長
舟木 讓 

学長
村田 治

新型コロナウイルス感染症の感染拡大は世界中に大きな影響を与えました。関西学院もキャンパスの閉鎖やオン
ライン授業の実施など、これまでに経験したことのない困難と向き合わなければなりませんでした。その中でも学
びを止めず歩み続ける皆さんへ、そして変わらずご協力くださる保証人の皆さまへ、理事長や院長をはじめ、各学
校長や園長から届いたメッセージを紹介します。
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保 育の願いは、「できない」「仕方がな
い」ということではなく、「どうすればで

きるか」です。このような状況下にあっても、
子どもたちは、今を受け入れ、今を生きており、たくましさや適
応力が育っていると感じます。感染予防で制限された枠の
中で、注意をはらいながら、子どもたちと穏やかに、心満たさ
れる時間を創り出し、共に喜び合う毎日を過ごしていきたい
です。神様に守られていることに感謝し、豊かな心、生きる
力が育つことを願い、子どもたちと共に歩みます。

関西学院幼稚園園長
赤木 敏之

全てを遠隔授業（オンライン）で乗り
切った春学期。新しい生活様式で

学ぶ秋学期。学びのスタイルは大きく変
動したけれど、私たちの姿勢は変わりません。Informed： 
多方面からの情報を吸収し、Caring：立場の違う人への
理解と労りを忘れずに、Creat ive：柔軟に情勢を受け入
れ、新しいものを生み出すエネルギーに溢れて学びを継
続する生徒の皆さんを誇りに思います。行くぞ、我ら世界
市民！

関西学院千里国際中等部・高等部校長
井藤 眞由美

これまで近い将来のこととして語られて
きた予測困難で正解のない社会を、

今私たちは実体験する毎日が続いています。
初等部の児童はそのような状況をしっかりと理解し、様々な
制約の中で本当に頑張って学校生活を送ってくれています。
このような状況で大切になるのはやはり人と人とのかかわり
合いであることを子どもたちが教えてくれました。出口は見え
ませんが、みんなの繋がりをより強いものにして、この災いを
乗り越えられるよう願っています。

関西学院初等部校長
田近 敏之

C ontinuing to learn during this pandemic has been a 
challenge for all OIS students, but every day I have 

been impressed by the strength of their unstoppable ‘will to 
learn'. It is inspiring how well our students have adapted to the changes and continued 
to try their best each day. They have also learned to be resilient and to cooperate with 
the whole community to ensure our safety. And finally, I hope that this corona situation 
has also taught them about some of the important things in life, such as how valuable 
schools and education are and how lucky we are to have the opportunities we have. In 
the past, perhaps we used to take such things too much for granted?

関西学院大阪インターナショナルスクール校長
ジャクソン・マイルズ

知らずに人にうつすかもしれないから
注意して、との呼びかけに誠実に応

えながら学びに取り組む皆さんの姿を見て、
NOBLE STUBBORNNESSの精神ここにあり、との思い
を強くしています。今は、自分の行いが周りの人に直接の影
響を与えることを実感する日々。いずれ新しい日常が定着す
る時、私達はさまざまな意味で大きく影響しあう存在であるこ
とを忘れずにいたいですね。オンライン化が進む社会にあっ
て、祈りあい励ましあい高めあう仲間として。

関西学院中学部長
藤原 康洋

春 学期は、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、急遽オンライン授

業となりました。美しいキャンパスで友人と
学ぶ教育環境を提供できず、皆さんの気持ちを思うと胸が
痛みます。このような状況でも、目的を失わず前を向き「授
業」や急遽新設した「保育体験実習」に真摯に取り組んで
くださった姿を見て、本学の学生の質の高さと力を感じまし
た。秋学期は、共に過ごせる喜びを感じながら、夢の実現に
向かって一緒に歩みましょう。

聖和短期大学学長
千葉 武夫

誰 も経験したことのないこのコロナ禍
で、世界中の人々が影響を受けてい

る。君たちが目にしたこと、感じたこと、気づ
いたこと、考えたことをしっかりと記憶に留めよう。その記憶
を糧に一歩ずつ進んでいこう。様々なことが今私たちに問
われている。その問いに向き合い、未来のために何ができる
か考え、「他者を思いやる」ことを忘れず、生かされている命
に、そして日常が他者に支えられていることへの感謝を忘れ
ずに歩み続けよう。

関西学院高等部長
枝川 豊
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関学カプセル…㊼

専門職大学院経営戦略研究科が
寝屋川市と連携協定を締結

　専門職大学院経営戦略研究科は7月30日（木）、大阪府寝屋
川市と人材育成、学術などの分野で相互の人的・知的資源の交
流・活用を図ることを目的に、
連携協定を締結しました。
キャリアパスと管理職に必
要な能力を明確に示し、管
理職に必要な能力を身に
付ける昇任資格取得のた
めの講座（ねやがわ版管理
職養成課程）を提供します。

初等部6年生が宝塚市の魅力を発信
同市観光企画課とコラボ

丹羽登・教育学部教授の共同研究が
「第14回キッズデザイン賞」を受賞

　関西学院初等部の6年生は「総合的な学習の時間」で、宝塚
市観光企画課と協力して同市の魅力を発信していきます。9月16日

（水）には同市観光
企画課の方から、観光
に注力する価値や情
報発信の難しさなどに
ついて話を聞きました。
児童たちは今後、市の
SNSなどを使いながら
活動します。

　丹羽登・教育学部教授が富士通株式会社などと共同で進めてい
る「5GやVR・水中ドローン等の先端技術を活用した遠隔教育プロ
ジェクト」が、「第14回キッズデザイン賞」を受賞しました。子どもの安
全・安心と健やかな成長発
達に役立つ優れた製品・空
間・サービス・研究活動など
を顕彰するもので、主催の
特定非営利活動法人キッ
ズデザイン協議会が8月21
日（金）に発表しました。

高校生が研究室訪問し最先端の実験を体験
理工学部で「ひらめき☆ときめきサイエンス」

　理工学部は9月5日（土）、科学の面白さを中学生や高校生に感
じてもらうプログラム「ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学
の研究室へ～KAKENHI」を、神戸三田キャンパスで開催しました。
　「科研費（KAKENHI）」により行われている最先端の研究成果
をじかに見て、聞いて、触れてもらおうという独立行政法人日本学
術振興会の社会還元・普及事業の一つ。参加した16人の高校生
は三つの研究室で、アリのフェロモンコミュニケーションに関する実
験や有機系材料を用いた二次電池の制作などを体験。終了後には

「未来博士」号が贈られました。
　また、26日（土）には中学生対象に同イベントを実施しました。

西宮上ケ原キャンパス時計台正面に掲げられているエンブレム（紋章）は、関西学院が原田の
森から上ケ原に移転した1929年、C.J.L.ベーツ第4代院長・初代学長によって制定され、キャ
ンパスの建築当初より設置されました。写真は1929年当時の時計台（図書館）とエンブレム。

学院通信
Gakuin Tsushin

エンブレム
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松本雄一・商学部教授が
日本経営学会賞を受賞

　松本雄一・商学部教授の著書
「実践共同体の学習」（白桃書房、
2019年）が、2019年度日本経営学
会賞（著書部門）研究奨励賞に選ば
れ、オンラインで9月3日（木）に開かれ
た日本経営学会第94回大会で表彰
されました。日本経営学会は1926年
に創立された学会で、会員数は現在、
約2,000人。国内における社会科学
系の最大規模の学会の一つです。

生殖補助医療や再生医療発展の貢献に期待
関由行・理工学部准教授らのグループ

　理工学部の山本真容子さん（元大学院生）と関由行准教授、および熊本大学発生医学研究
所の中村輝教授らは、転写因子PRDM14が標的遺伝子を識別し、適切な複合体を割り振ること
で、「プライム型」から「ナイーブ型」へ多

※１

能性幹細胞を変換することを発見しました。この研究成
果は、発生過程における多能性細胞の維持や始

※２

原生殖細胞における初期化機構の一端を明ら
かにするものです。今後、ES細胞から卵・精子への誘導法開発や、ヒト多能性幹細胞のナイーブ
化につながる可能性があり、生殖補助医療や再生医療の発展に貢献することが期待できます。

※１ 体を構成する全ての細胞へ分化する能力を持つ。受精卵が分化した初期胚に存在する多能性細胞から樹立
した多能性幹細胞をES細胞（胚性幹細胞）と呼ぶ。一方で、一度分化した細胞に特定の転写因子を人工的に
発現させ、人工的に作製された多能性幹細胞は iPS細胞（人工多能性幹細胞）と呼ばれる。

※２ 胎生期に一過的に出現し、卵・精子への分化能を持つ。

西宮市中学校総合体育大会で優勝
中学部サッカー部

　関西学院中学部サッカー部が西宮市中学校総合体育大会（交
流大会）に出場。9月19日（土）と20日（日）に開かれた予選リーグで
は、3戦全てで勝利し1位で通過すると、翌日からの決勝リーグでも
初戦を4‐1で突
破 。その後の
準決勝と決勝
もともに1‐0で
勝利し、見事県
大会への出場
を決めました。

6 月末から数量限定
で販売が始まった

生協の自家製お弁当で
す。日替わりで提供される

「幕ノ内風」「甘えび唐
揚」「鶏照焼」「中華」な
どバリエーションも豊かで、
毎日ワクワクします。リーズ
ナブルな価格設定にもか
かわらず、味もボリュームも満足の品。ちなみに容器の内側の黒いフィルムをは
がして、容器を生協に持参すると10円キャッシュバックです！400円（税込み）。

POCKET MAMA、Central Pocket（西宮上ケ原キャンパス）

forêt（フォレ）（西宮聖和キャンパス）

生協の自家製お弁当

実就職率ランキングが全国1位に
卒業生5,000人以上の大学

　関西学院大学を2019年度に卒業し、2020年春に企業等に就職した
学生の実就職率が92.5％となり、卒

※

業生5,000人以上の大学で第1位
となりました。キャリアセンターでは、豊富な知識と経験を持つアドバイザー
による個人面談を基本に、AIを使って24時間365日質問に答えるチャット
ボットや、留学先や外出先でもスマー
トフォンやPCで個人面談ができる
Webシステムを整えるなど、学生目線
のサポートを充実させています。

※教育情報通信社「大学通信」による8月3
日現在の調査結果
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「ひょうごe-県民」関学アプリの利用がスタート
県内イベントやキャンペーン情報も入手可能に

　関西学院大学は、兵庫県との地域創生の包括連携協力協定に基づき、「ひょうごe-県民」アプリの
プラットフォームを活用した学生向けアプリ（「ひょうごe-県民」関学アプリ）の共同開発を行い、9月14日

（月）に利用を開始しました。
　関学の学生や卒業生等がこのアプリを利用することで、「ひょうごe-県民」アプリで提供している「ゆ
かりの地域情報」等に加えて、大学のニュースや同窓会イベントの情報を入手することができます。また、

「ひょうごe-県民」関学アプリの利用者は、「ひょうごe-県民」にも登録されることから、県内のイベントや
お得なキャンペーンについての情報提供も受けられます。

ストレス要因とアロマオイルの心理的効果の実証実験を実施
長田典子・理工学部教授の共同研究

　関西学院大学感性価値創造インスティテュート（所長：長田典子・理工学部教授）は、
在宅で生活に採り入れられるストレス緩和の方法としてアロマセラピーに着目。アロマ空
間デザインや香りによるブランディングを手掛けるアットアロマ株式会社（以下、@aroma）
と共同で、「新型コロナウイルス感染症流行下におけるストレス要因とアロマオイルの心
理的効果の実証実験」を行い、その成果を9月10日（木）に「第22回日本感性工学会大
会」で発表しました。
　実験は緊急事態宣言下の5月中旬、30～40代の男女30人に@aroma社製アロマオ
イル（4種）を自宅で使用してもらい、アンケートを実施。オイルを使用することによりストレス
状態が緩和されるという実験結果が得られました。

右記QRコードからダウンロードが可能です。

251人が旅立つ
春学期大学卒業式と大学院学位記授与式を挙行

　2020年度春学期の大学卒業式と大学院学位記授与式が9
月17日（木）、西宮上ケ原キャンパスの中央講堂であり、大学から
は206人、大学院からは修士学位記7人、専門職学位記34人、
博士学位記4人、
計251人を社会
に送り出しました。
出席は卒業生の
みとし、座席間隔
を空けて座る形で
行われました。

iOS Android

川上ヒデル選手が日本インカレ男子十種競技で
関西勢初優勝し関西学生新記録を樹立

　陸上の日本学生対校選手権（日本インカレ）の第2日は9月12日
（土）、デンカビッグスワンスタジアム（新潟市）で開催され、陸上競
技部の川上ヒデル選手（人間
福祉学部3年生）が男子十種
競技で日本一に輝きました。日
本インカレの男子十種競技
では、関西勢で初の優勝です。
川上選手の得点は7653点。
関西学生新記録を樹立し、日
本学生歴代7位になります。
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Present Question
naire

関学ジャーナルのアンケートにご協力ください。ご協力いただいた方の
中から抽選で2名様に「ト

※

レーナー（三日月刺繍）」をプレゼントします。
右記QRコードからアンケートにお答えください。締め切りは2020年
12月14日（月）。当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

※お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの発送以外では利用いたしません。

秋学期が始まりキャンパスに学生の姿 総合政策学部では振替入学式

　関西学院大学では、秋学期の授業が9月23日（水）から始まりました。秋学期もオンライ
ン、オンデマンドによる授業が主体となりますが、ゼミや語学など少人数の授業を中心に対
面授業となります。これに合わせて、立ち入り禁止としていたキャンパスの学生の皆さんへ
の制限が解除され、西宮上ケ原、西宮聖和、神戸三田の3キャンパスには学生たちの姿
が戻ってきました。
　神戸三田キャンパスの総合政策学部ではこの日、4月にできなかった入学式の代わりと
なる振替入学式が行われました。新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、1年生約
570人は1～3時限の3回に分かれて臨み、本格的な大学生活をスタートさせました。

国連ユースボランティア派遣生がオンライン報告会 SDGs達成に向け開発途上国で活動

※ご希望のサイズ（S、M、L、XL）とカラー（ブラック、ネイビー）をアンケートの自由記
述欄に記入してください。

　2019年9月から約5カ月間、国
※

連ユースボランティアとして、カザフスタ
ン、バルバドス、アゼルバイジャン、ジンバブエなどに派遣され、国連が掲
げるSDGs（持続可能な開発目標）の達成に向けて活動してきた学生た
ちが集い、現地での学びや経験を語り合うオンライン帰国報告会が9月
22日（火・祝）、Zoomで開催されました。
　関西学院大学からは、UN Womenアルバニア事務所で活動した中
岡航太郎さん（2020年総合政策学部卒）が報告。高校生や大学生、
社会人など180人が参加し、Q&Aセッションでは多くの質問が出ました。

※関西学院大学が国連ボランティア計画（UNV）との協定に基づき、学生を開発
途上国にボランティアとして派遣するプログラム。

読者アンケート
&

プレゼント
アンケートの回答は

こちら
↓

学院通信
Gakuin Tsushin
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KSC 西宮上ケ原キャンパス
西宮聖和キャンパス

※数字は9月15日
現在、YouTubeの
アナリティクスから
抜粋したものです。

2020年関学公式YouTube視聴回数トップ3

その他の注目動画と総再生回数

2位

1位

3位

2020年の再生回数→1,091,900回

2020年の再生回数→39,253回

2020年の再生回数→13,593回

2021年から5学部を擁するキャンパスに生ま
れ変わるKSCの30秒間のプロモーション動画。
YouTube広告として展開し、広告上の再生回数
は100万回超え！大学公式アカウントでは60秒
バージョンをご覧いただけます。

2019年の夏に公開した関西学院大学の紹介動画。
日常を切り取った映像と共に歴史や学生数、海外協
定校数といった基礎情報を2分にまとめています。

海外の大学などの協定などに基づく
日本人学生派遣数で2018年度、日
本一となった関西学院大学。なぜ関
学生が留学に行くのか。その理由を
分かりやすくまとめています。

再生回数→1,340回

留学日本一！関学生が留学に行く理由

2020年の卒業生が立ち上げた「スタジオMOVE 
DOOR」が制作し、KGB総部放送局の学生がナ
レーションを入れてくれた、〝関学愛〟があふれる
キャンパスツアー動画。各キャンパスの特徴や施設
などが詳しく分かります。

文字や写真だけでは伝わらない大学の雰囲気を紹介
する動画が人気という結果になっています。公式

YouTubeチャンネルでは、この他にも学部紹介動画や教
員の研究動画、また下記のような教育の特色や学生の声を
まとめた動画も展開しています。ぜひチャンネル登録をし
て関西学院大学の情報を動画でゲットしてください！

6月に包括連携協定を結んだSnow 
PeakとKSC（神戸三田キャン
パス）で展開していく“Camping 
Campus”のイメージ動画です。

再生回数→2,733回

関西学院大学×Snow Peak
～新たな学びを創造する“Camping Campus”～

関西学院大学KSC
（神戸三田キャンパス）は5学部へ

2分で見る！関西学院大学
/A two-minute Kwansei Gakuin University overview！

AI教育やダブルチャレンジ制度、起
業家育成や国際教育など、関西学
院大学の教育における特色を10個
紹介します。

再生回数→3,702回

関西学院大学「10の特色」

関西学院大学キャンパスツアー

「関学を選んだ理由は?」「一人暮ら
しのメリットは?」など高校生が気に
なる25の質問に現役関学生が答え
ました。西宮上ケ原キャンパス／西
宮聖和キャンパス編とKSC（神戸三
田キャンパス）編の2本があります。

再生回数→4,537回

関西学院大学生に聞いてみた！
25の質問シリーズ

数字でみる関学

大学公式YouTubeの視聴回数ランキング

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により「おうち時間」が増え、You Tubeを

はじめとする動画サイトの利用が増えたといわれています。関西学院大学の公式

YouTubeチャンネルに掲載されている動画の2020年の視聴回数を調査しました。
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聖書に聞く

院長 　舟木　讓

現
在
も
未
だ
収
束
の
兆

し
が
見
え
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
日
常
は
大
き
な
影
響

を
受
け
、こ
れ
ま
で
の「
常
識
」が

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
問
わ
れ

る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、今
回
、改
め
て
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
の
は
、私
た
ち
の

「
弱
さ
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ウ
イ
ル
ス
と
い
う
見
え
な
い
存
在

か
ら
自
ら
や
他
者
を
完
全
に
守

る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。そ
う
い

う
意
味
で
私
た
ち
に
は
限
界
が

あ
り
、「
弱
さ
」を
完
全
に
克
服

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
え
ま

す
。し
か
し
、そ
の「
弱
さ
」を
受

け
入
れ
、他
の
人
々
も
ま
た
自
ら

と
同
じ「
弱
さ
」を
抱
え
て
い
る

存
在
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
と

き
、互
い
の「
弱
さ
」を
補
い
合
い
、

一
人
で
は
克
服
で
き
な
い
困
難

を
乗
り
越
え
る「
強
さ
」と
他
者

を
思
う「
優
し
さ
」が
産
ま
れ
る

こ
と
も
、私
た
ち
は
日
々
経
験
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
自
覚
し
て
い

な
か
っ
た
、自
ら
の「
弱
さ
」を
補

っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
人
々
の
存

在
に
気
づ
き
、人
と
の
つ
な
が
り

の
中
で
私
た
ち
の
日
常
が
継
続

で
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
の
思

い
を
持
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。ま
だ
、先
の
見
え
な
い
不
安

な
日
々
が
続
き
ま
す
。「
弱
さ
」に

真
摯
に
向
き
合
い
、他
者
の「
弱

さ
」を
受
け
入
れ
、共
に「
弱
さ
」

を
抱
え
た
同
志
と
し
て
、信
頼
に

基
づ
い
た
協
力
関
係
を
築
く
中

で
、真
の
優
し
さ
と
希
望
に
満
ち
、

安
心
し
て
歩
む
世
界
が
実
現
す

る
こ
と
を
信
じ
、今
後
も
一
人
で

頑
張
り
す
ぎ
な
い
歩
み
を
共
に

続
け
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

すると主は、『わたしの恵みはあなたに十分である。
力は弱さの中でこそ十分に発揮されるのだ』と言われました。
だからキリストの力がわたしの内に宿るように、
むしろ大いに喜んで自分の弱さを誇りましょう。
コリントの信徒への手紙 二 12章9節

今号の「ひと人ひと」で紹介
したように、コロナ禍におい
て学生たちは「できない」で
はなく「できる」を探して活動
を続けています（むしろパワー
アップしている！）。取材をし
ながらたくさんの刺激を受けま
した。逆境に思える状況すら
も成長の糧にする姿勢。素
晴らしい！見習います。（りょ）

編集後記
関西学院大学 Instagram

Kwansei Grand Challenge 2039

♥

関西学院は、創立150周年を迎える2039年を見据え、関西学院
のありたい姿・あるべき姿を示した「超長期ビジョン」と、それを実現す
るための前半10年間（2018－2027年）の方向性を示した「長期
戦略」からなる将来構想「Kwansei Grand Challenge 2039」を
2018年に策定しました。現在は、これに基づく「中期総合経営計
画」で、さまざまな施策が進んでいます。
詳細は下記Webサイトをご覧ください。
https://kgc2039.jp/

関西学院大学のキャンパスや
授業風景、学生の活動の様子
など、さまざまな瞬間を写真や動
画で紹介！友達が出ているかも。

アカウント名／kwanseigakuinuniversity
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